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平
成

年

月

日
か
ら
従
来
の

進
路
・
就
職
部
が
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
っ
て
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と

な
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

教
員
に
よ
る
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
事
務
局
員
」
か
ら
成
り
、
教
員

と
職
員
が
連
携
し
て
、
学
生
へ
の
就

職
指
導
を
多
機
能
化
し
、
よ
り
一
層

の
強
化
を
し
て
本
学
の
就
職
率
を
向

上
さ
せ
る
目
的
を
掲
げ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
開
設
当

初
、

進
路
就
職
指
導
・
就
職
活
動

指
導

資
格
検
定
取
得
の
学
内
自

主
講
座
の
設
立
・
運
営

イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
交
渉
と
学
生
へ
の

奨
励

な
ど
を
全
学
的
に
一
元
化
し

推
進
す
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

軌
道
に
乗
っ
た

、

年
後
に
は
、

本
セ
ン
タ
ー
は
、

・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ー
活
動
の
紹
介
・
仲
介

地
域
貢
献
（
自
主
講
座
へ
の
地
域

住
民
参
加
）
な
ど
の
分
野
に
も
進
出

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

初
年
度
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
長
に
は
廣
田
章
光
（
経
営
情

報
学
部
）
教
授
が
、
同
副
委
員
長
に

は
木
曽
利
之
（
人
間
科
学
部
）
教
授

大
学
・
短
大
で
は
、
よ
り
き
め
細

か
な
学
生
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
・
研
究

支
援
な
ど
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

大
学
総
合
事
務
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

進
め
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
歩
と
し

て

月
よ
り

履
修
登
録
シ
ス

テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

履
修
登
録
は
、従
来
、学
生
が
マ
ー

ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
も
の
を

で
読
み
取
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理

が
就
任
し
、
そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
長
は
、
田
村
一
博
・
事
務
局
次

長
が
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
機

能
強
化
の
た
め

人
の
嘱
託
職
員
が

増
員
さ
れ
、
ま
た
本
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
教
員
と
事
務
局
の
連
携
作
業
を

実
質
化
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
は
「
就
職
指

導
作
業
部
会
」、「
学
内
自
主
講
座
作

業
部
会
」、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
作

業
部
会
」
の

つ
の
下
部
組
織
が
設

置
さ
れ
、
各
作
業
部
会
に
は
必
ず
各

学
科
・
学
部
か
ら
教
員
が
選
出
さ
れ

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
本
セ
ン
タ
ー
の
ア
ウ
ト
・

ソ
ー
シ
ン
グ
の
試
み
と
し
て

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス

ト
）
が
女
子
職
員

名
を
守
口
（
枚

方
）
キ
ャ
ン
パ
ス
に
派
遣
し
、
本
学

学
生
の
学
内
自
主
講
座
の
宣
伝
、
受

付
作
業
を
担
当
す
る
予
定
。

準
備
作
業
部
会
長
（
副
学
長
）

山
本
勇
次

卒
業
要
件
単
位
数
を
取
得
で
き
ず

に

年
次
（
短
大
で
は

年
次
）
に

留
め
置
か
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ま

で
授
業
料
は
全
額
納
付
で
あ
っ
た

が
、
次
年
度
に
卒
業
要
件
を
満
た
す

可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
意
思

が
あ
り
、
所
定
の
様
式
（
履
修
計
画

申
請
書
）
に
ゼ
ミ
指
導
教
員
が
作
成

し
た
「
履
修
に
係
る
推
薦
書
」
を
添

え
て
願
い
出
て
許
可
さ
れ
れ
ば
、
次

年
度
に
納
め
る
べ
き
授
業
料
を
半
額

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
卒
業
要
件
を
満
た
し
た

が
、
引
き
続
き
在
籍
を
希
望
す
る
学

生
に
は
、

年
を
限
度
と
し
て
在
籍

を
認
め
、
授
業
料
に
代
わ
り
在
籍
料

及
び
履
修
料
を
納
め
る
こ
と
で
済
む

こ
と
と
な
る
。
こ
の
制
度
は
、
多
様

な
学
生
に
対
し
て
、

年
間
（
短
大

で
は

年
間
）
で
は
経
験
で
き
な

か
っ
た
海
外
留
学
、
就
職
活
動
、
資

格
取
得
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
多
様
な
選
択

（
学
習
機
会
）
を
与
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
在
籍
料
は

、

円
で
、
履
修
料
に

つ
い
て
は
講
義
科
目

単
位
に
つ
き

、

円
、
演
習
・
実
験
・

実
技
・
実
習
科
目

単
位
つ
き

、

円
と
な
っ
て
い
る
。

す
る
方
式
だ
っ
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
学
生
は
、
簡
単
な
操
作

で
、
学
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
室

か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
経
由
し
て
学
外
か
ら
も
登
録
が

可
能
と
な
る
。

ま
た
、
登
録
結
果
を
画
面
上
や
印

刷
に
よ
り
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
、
期

間
内
で
あ
れ
ば
登
録
変
更
を
学
生
が

自
由
に
で
き
る
、
個
人
の
時
間
割
や

科
目
ご
と
の
受
講
生
名
簿
が
短
期
間

で
作
成
で
き
る
な
ど
、
数
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

月

日
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
初
め

て
使
っ
た

年
次
生
ら
が
「
使
い
や

す
い
！
」
と
手
軽
に
操
作
、
完
成
さ

せ
た
自
分
の
時
間
割
を
早
速
そ
の
場

で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
い
た
。
開

始
は
枚
方
・
守
口
両
キ
ャ
ン
パ
ス
共

月

日
か
ら
で
、
演
習
室
で
学
生

た
ち
が
登
録
す
る
姿
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
新
た
な
風
物
詩
と
な
り
そ
う
だ
。

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

国
際
大
（
枚
方
）

第

回

学
内

（

年

月

日
実
施
）

点
以
上
は
次
の
通
り
。
経
情

金
井
亮
平

同

増
田
奈
穂
子

パ
ソ
コ
ン
検
定

級

（

年

月

日
実
施
）

経
情

小
山
泰
弘

清
水
裕
喜

玉

置
雄
大国

際
大
（
守
口
）・
短
大

団
体

（

年

月

日
実
施
）

点
以
上
は
次
の
通
り
。
大
学
国

コ
ミ

大
川
有
香
子

児
玉
亜
希
子

国
コ
ミ
学
科
団
体

（

年

月

、

日
実
施
）

点
以
上
は
次
の
通
り
。
大
学
国

コ
ミ

上
手

淳

稲
嶺
あ
か
ね

飯
田

綾

山
下
大
輔

秘
書
技
能
検
定
準

級

（

年

月

日
実
施
）

大
学
社
コ
ミ

日
高
七
恵

同

級

（

年

月

日
実
施
）

大
学
心
コ
ミ

市
里

優

大
野

愛

奥
原
菜
穂
子

同
人
健

吉
田

雅
世

同
国
コ
ミ

木
下
佳
三

同

久
世
綾
子

短
大
家
政

奥
野

麻
美

越
岡
枝
里
子

小
西
利
依

名

嘉
山
若
菜

二
宮
ま
ど
か

松
原
由
美

子

山
本
千
晶

山
本
友
香

同
国
文

大
城
真
澄

山

み
な
み

伊
藤

か
お
り

橋
本
尚
子

宮
長
梨
菜

今

村
有
希

山
田
泰
子

簿
記
検
定

級
（

年

月

日
実
施
）

大
学
人
健

藤
本
佳
七
子

短
大
国
文

伊
藤
か
お
り

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
検
定

級（

年

月

日
実
施
）

大
学
心
コ
ミ

池
部
通
孝

同
国
コ

ミ

劉

暁
霞

日
本
語
文
書
処
理
技
能
検
定

級

（

年

月

日
実
施
）

大
学
心
コ
ミ

奥
原
菜
穂
子

同
ス

ポ
行

舛
見
法
子

同

級

（

年

月

日
実
施
）

大
学
心
コ
ミ

齋
藤
美
香

酒
井
真

依
美

鈴
木
香
織

高
橋
ま
ど
か

西

井
小
百
合

山
口
明
日
香

同
人
健

前
川
沙
知
子

同
国
コ
ミ

李

同
社
コ
ミ

小
山
亜
純

短
大

国
文

松
下
裕
子

松
村
麻
美

大

城
真
澄

住
友
理
恵

馬
場
美
佐
子

山
本
由
紀
子

大
松
美
保

岡
西

藍

川

絵
美

川
畑
佳
子

喜
連
川
彩

奈

栗
山
理
沙

佐
野
夏
美

瀬
川
美

帆

高
野

彩

武
知
瑞
穂

谷
中
由

貴
子

那
須
理
愛

西
麻
衣
美

橋
本

尚
子

畑
真
寿
美

平
田
有
佳
里

伊

藤
明
日
香

上
江
洲
恵

倉

里
美

谷
口
絵
美

田
村
恵
美
子

吉
村
佳
菜

国
内
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者

（

年

月

日
実
施
）

短
大
国
文

羽
田
知
世

一
般
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者

（

年

月

日
実
施
）

社
コ
ミ

長
井
亜
希
子

国
コ
ミ

張
販
売
士
検
定

級

（

年

月

日
実
施
）

大
学
心
コ
ミ

濱
谷
彩
子

同
人
健

山
下
友
子

同

辻
村
雅
美

同
社
コ
ミ

門
川
美
菜

池
上
貴
子

滝
井
高
校

ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定

級

（

年

月

日
実
施
）

年

綾
井
美
香

谷
口
智
美

中
野

真
季

澤
田
恵
美

英
検
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

家
方
未
希

同

級

（

年

月

日
実
施
）

年

飯
田
貴
保
子

魚

玲
奈

神

原
裕
子

年

永
山
優
美

同

級

（

年

月

日
実
施
）

年

黒
田

舞

年

露
無
智
子

漢
検

級
（

年

月

日
実
施
）

年

上
田

彩

山

郁
世

佐
藤

宏
美

同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

中
野
真
美

長
谷
川
尚
子

山

中

碧

同

級

（

年

月

日
実
施
）

年

筧

智
栄
美

年

久
保
明

子同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

田
中
万
美
子

年

唐
田
志

保

辻
村
有
香

松
原
明
花

横
野
智

香

日
野
林
沙
織

八
木
千
尋

今
森

瞳

年

安
達

悠

多
治
川
知
里

大
和
田
高
校

英
検

級
（

年

月

日
実
施
）

年

市
川
有
希

木
澤
知
子

北
口

美
有
樹

鳥
野
真
未

園
田
聖
香

辻

本
由
貴
子

古
田
美
紗
子

年

辻

本
奈
生

中
川

哲

木
村
恵
利
華

中
村
香
央
里

林

祐
子

三
嶋
久
美

子

水
原
由
貴

村
上

結

年

直
木
佳
奈

同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

福
山
恭
未

同

級

（

年

月

日
実
施
）

年

臼
木
沙
枝
子

奥
村
遙
香

中

村
加
奈
江

日
高
慧
子

前
田
悠
里

年

高
橋
倫
子

池
口
希
未

小
山

琴
弓

白
内
亜
利
紗

武
田

彩

田

中
実
紀

中
本
晶
子

山
崎
春
香

漢
検

級
（

年

月

日
実
施
）

年

小
幡
桂
子

同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

大
倉
美
穂

深
渡
瀬
し
ず
か

上
手
綾
菜

難
波
有
希
子

中
川
栄
香

岩
崎
美
子

松
村

愛

年

田

中
千
晶

同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

岡
田
麻
見

清
本
時
枝

牧
野

明
香

萬
代
知
子

宮
田
あ
ゆ
み

年

橋
本
幸
栄

山
原
千
央

年

西
口
千
景

日
高
奈
菜
絵

同
準

級
〔
外
部
受
験
〕

（

年

月

日
実
施
）

年

久
保
憲
子

同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

武
本
悠
希

年

安
倍
み
ゆ

き

高
橋
恭
子

一
向
真
奈

福
永
友

美

中
寺
彩
香

森

結
菜

大
迫
佳

織

大
和
田
中
学

英
検
準

級（

年

月

日
実
施
）

年

薮
内
美
樹

中
村
法
子

岡
田

真
衣

尾
張
由
利
絵

高
畑
彩
湖

田

中
優
里
枝

同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

野
村
理
巴

児
嶋
麻
衣

年

園
田
安
友
里

漢
検
準

級（

年

月

日
実
施
）

年

田
中
優
里
枝

薮
内
美
樹

年

新
あ
か
り

同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

児
嶋
麻
衣

中
村
法
子

年

大
前
幸
子

粕
谷
菜
々

出
口
彩
香

同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

川
西

梓

年

久
保
田
晃

平

泰
地
晋
平

国
際
大（
枚
方
）表
彰

年
度
実
用
英
語
技

能
検
定

奨
励
賞

「
黒
シ
ャ
ツ
姿
の
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー

ジ
ュ
兵
士
が
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
入

城
し
て
き
た
」

年

月

日
昼
前
、
共
同
通
信
外
信
部
デ
ス

ク
の
テ
レ
ッ
ク
ス
が
途
切
れ
途
切
れ

に
、
英
文
ニ
ュ
ー
ス
を
打
ち
込
ん
で

き
た
。
コ
ン
・
ボ
ー
ン
記
者
か
ら

だ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
戦
争
終
結
を
告
げ

る
第

報
。
デ
ス
ク
を
勤
め
て
い
た

私
は
、
こ
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
を
直
ち

に
全
世
界
に
発
信
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の

裏
戦
争

と
い
わ
れ
た
カ

「
直
言
」
寄
稿
、コ
ン
ボ
ー
ン
君
に
つ
い
て

私
た
ち
は
戦
争
取
材
で
結
ば
れ
た

私
た
ち
は
戦
争
取
材
で
結
ば
れ
た

ン
ボ
ジ
ア
戦
争
に
続
い
て
、

週
間

後
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
も
首
都
サ
イ
ゴ

ン
陥
落
で
終
わ
っ
た
。

米
国
の
後
押
し
を
受
け
た
プ
ノ
ン

ペ
ン
の
軍
事
政
権
が
支
配
す
る
地
域

は

点
と
線
。
広
大
な
農
村
地
帯

は
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
ゲ
リ
ラ

が
支
配
し
て
い
た
。
サ
イ
ゴ
ン
支
局

長
だ
っ
た
私
は
、
折
り
に
ふ
れ
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
戦
況
取
材
に
足
を
運
ん

だ
。
そ
ん
な
と
き
、
頼
り
に
な
っ
た

の
が
コ
ン
・
ボ
ー
ン
記
者
だ
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
記
者
仲
間
の
親
分
的

存
在
で
、
そ
の
大
き
な
頭
の
な
か

に
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
権
の
内
情
や
戦

況
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
。
プ

ノ
ン
ペ
ン
陥
落
が
迫
り
、
私
た
ち
外

国
人
記
者
は
脱
出
し
た
。

コ
ン
・
ボ
ー
ン
記
者
は
ク
メ
ー

ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
キ
リ
ン
グ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
奇
跡
の
脱
出
を
果

た
し
、
日
本
に

亡
命
。
ク
メ
ー

ル
・
ル
ー
ジ
ュ
崩
壊
で
帰
国
、
祖
国

再
建
に
献
身
し
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
戦
争
は
歴
史
に
な
っ
た
。
だ
が
、

コ
ン
・
ボ
ー
ン
君
や
私
に
と
っ
て

は
、
昨
日
の
出
来
事
の
よ
う
に
思
え

る
。

大
学
学
長

金
子
敦
郎

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
偉
大
な
文
明
と
力

強
い
繁
栄
の
歴
史
を
も
つ
輝
け
る
国

だ
。
し
か
し
、

年

の
内
戦
と
そ
れ
に
続

く
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー

ジ
ュ
の
暴
政
に
よ
っ

て
、

万
人
も

の
国
民
が
犠
牲
に
な

り
、
国
土
は
破
壊
さ

れ
た
。
い
ま
よ
う
や

く
平
和
を
え
た
が
、

人
々
は
な
お
も
貧
困
に
あ
え
ぎ
、
多

く
の
国
の
支
援
を
仰
い
で
い
る
。
日

本
は
最
大
の
援
助
国
で
、
政
府
と
民

間
団
体
が
経
済
と
教
育
の
両
面
で
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
発
展
を
助
け
て
い
る
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
輝
か
し
い
国
に
復

活
さ
せ
る
に
は
、
教
育
再
建
を
土
台

に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は

考
え
た
。
私
は
日
本
人
の
支
援
者
を

得
て
、

年
以
来
、
郷
里
プ

レ
イ
ベ
ン
州
に

つ
の
学
校
を
建
て

た
。
そ
の
な
か
で

年
に
つ

く
っ
た
学
校
は
最
大
で
、

棟
、

教
室
を
持
っ
て
い
る
。

戦
争
中
、
私
の
ボ
ス
だ
っ
た
故
・

村
井
孝
至
さ
ん
（
元
共
同
通
信
プ
ノ

ン
ペ
ン
支
局
長
）
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
基
金

（

）
フ
ロ
ム
佐
賀
お
よ
び

河
合
塾
の
支
援
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
日
本
友
好
学
園
と
名

付
け
ら
れ
た
。
日
本
語
教
育
が
売
り

物
で
、
中
高

年
間
の
一
貫
教
育
を

行
っ
て
い
る
。

日
本
語
の
先
生
は
、
支
援
団
体
が

派
遣
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
の
先
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
く
て
も
生
活
が
で
き
て
、
教
育
に

専
念
で
き
る
よ
う
、「
給
料
補
給
」

の
支
援
を
受

け
て
い
る
。

授
業
料
は
な

い
。
定
員
は

人
。

近
隣
の
村
々

で
何
倍
も
の

入
学
希
望
者

が
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
入
学
試
験
の
あ
る

中
高
校
は
こ
こ
だ
け
だ
。
来
年
に
初

の
卒
業
生
を
送
り
出
す
。
一
生
懸
命

に
日
本
語
を
勉
強
し
た
卒
業
生
に
、

大
阪
国
際
大
学
へ
の
留
学
の
道
が
開

け
れ
ば
嬉
し
い
。
彼
ら
の
夢
だ
。

（
原
文
は
英
語
、
大
学
学
長

金
子
敦
郎
訳
）

直

言

カ
ン
ボ
ジ
ア
復
活
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
復
活
の

土
台
は
教
育
再
建

土
台
は
教
育
再
建

カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
教
育

カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
教
育

支
援
基
金
現
地
代
表

コ
ン
・
ボ
ー
ン

支
援
基
金
現
地
代
表

コ
ン
・
ボ
ー
ン

「
進
路
・
就
職
部
」
か
ら
さ
ら
に
充
実

「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
発
足

「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
発
足

教
職
員
が
連
携
、
就
職
指
導
を
強
化

留年生の授業料半額
今年度から 卒業延期制度も実施

履
修
登
録
ス
タ
ー
ト

ネ
ッ
ト
利
用
で
時
間
割
作
成
も
簡
単

大学・短大

枚方キャンパスでの 履修登録
の様子
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課
外
活
動
奨
励
者
表
彰
（
敬
称
略
）

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
第

回
西
日
本
大
学

選
手
権
優
勝
、
文
部
科
学
大
臣
杯
第

回

全
日
本
大
学
選
手
権

位
〕

女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
〔
関
西
大
学
男
女
選
手
権
優
勝
、

関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
秋
季
リ
ー

グ
戦

部
優
勝
〕

児
玉
里
穂
（
ス
ポ
行

）

〔
陸
上
競
技
走
高
跳
国
民
体
育
大
会

位
、

西
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権

位
、

関
西
学
生
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権

位
〕

礼
美
（
同

）〔
大
韓
民
国
第

回

全
国
体
育
大
会
在
日
韓
国
人
代
表
選
手
（
水

泳
）
選
抜
出
場
〕

富
永
小
百
合
（
人
健

）

北
村
真
千
子

十
万
博
美

飛
澤
園
子

西
村
由
衣
（
以
上
ス
ポ
行

）〔

第

回
ラ
ク
ロ
ス
全
日
本
ユ
ー
ス
選
抜

選
手
権
関
西
ユ
ー
ス
選
抜
出
場
〕

女
子
大

富
岡
真
子
（
人
健

）〔「
第

回
少
林
寺

拳
法
全
日
本
学
生
大
会
」
女
子
二
段
以
上

の
部
（
自
由
組
演
武
）
優
秀
賞
（

位
）、

日
中
友
好
少
林
寺
拳
法
学
生
武
術
交
流
合

宿
に
連
盟
本
部
か
ら
推
薦
を
受
け
参
加
〕

槌
谷

優
（
ス
ポ
行

）〔
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
学
生
選
抜
男
女
東
西
対
抗
戦

西
軍
女
子
代
表
出
場
、
第

回
西
日

本
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
選
抜
対
抗
戦

関
西
選
抜
出
場
〕

赤
樫
理
恵
（
同

）〔
第

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選
手
権
で
日
本
代
表
、
チ
ー

ム
準
優
勝
〕

短
大

宮

幸
代
（
幼
教

）〔
第

回
国
民
体
育

大
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
兵
庫
県
成
年
女
子
代
表
選
手
に
選
出

さ
れ
出
場
、
優
勝
、
第

回
国
民
体
育
大

会
（
静
岡
県
）
出
場
〕

裏
野
美
香
（
同

）

〔
第

回
ラ
ク
ロ
ス
全
日
本
ユ
ー
ス
選
抜

選
手
権
関
西
ユ
ー
ス
選
抜
出
場
〕

詫
間

友
香
里
（
国
文

）〔
入
学
以
来

年
間
に

わ
た
り
友
人
に
対
し
て
介
助
を
行
っ
た
〕

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大

杉
本
勝
宏
（
経
情

）〔
第

回
日
米
大
学

軟
式
野
球
国
際
大
会
で
全
日
本
選
抜
チ
ー

ム
ア
メ
リ
カ
遠
征
に
参
加
、
第

回
全
日

本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
で
特
別
賞
〕

資
格
取
得
に
よ
る
表
彰
（
敬
称
略
）

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大
・
女
子
大
・
短
大

張

（
国
コ
ミ

）

陳

鴻
輝

古
島
明
恵

平
田
諒
子

瀬
真
紀
（
以

上
同

）

上
手

淳

竹
中

崇
（
以

上
同

）

長
井
亜
希
子
（
社
コ
ミ

）

村
祥
子

三
元
麻
莉
（
以
上
国
文

）

船
田
倫
代
（
家
政

）

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大

金
井
亮
平

平
塚

篤

山
崎
泰
平
（
以

上
経
情

）

青
木
沙
織

有
田

学

河
井
雅
範

中
村
宏
之

中
村
孝
幸

高

本
洋
介

辻

茜
音

結
城
三
鈴

増
田

奈
穂
子
（
以
上
同

）

福
井
奈
緒
美

松
岡
早
織

松
嶋
克
修

南

亜
由
美

森

旭
弘

野
間
哲
也

野
中
香
里

浦

木
康
浩

邵

雪
女
子
（
以
上
同

）

石
田
陽
平

糸
井
言
文

亀
澤
一
志

絹

巻
幸
緒

重
本

徹

竹
森
久
敬

中
田

江
美

山
本
幸
範

于

爽
（
以
上
同

）

金
本
和
久

趙

倩
（
以
上
法
政
経

）

水
野
斉
一

串
野
晃
大
（
以
上
同

）

林

愛
娟
（
同

）

経
営
情
報
学
部
資
料
分
析

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
優
秀
者
表
彰

（敬称略）

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大

基
礎
演
習
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

）

グ
ラ
ン
プ
リ
「
起
業
の
現
状

中
小
企
業

挑
戦
支
援
法
の
登
場

」（
佐
藤
智
明
ゼ
ミ
）

井
上
泰
明

準
グ
ラ
ン
プ
リ
「
京
都
の
犯
罪
状
況
」

（

ゼ
ミ
）
濱
口
達
也

「
環
境
に

つ
い
て
」（
廣
田
章
光
ゼ
ミ
）
山
本
幸
範
、

亀
澤
一
志
、
真
砂
典
朗
、
宮
崎
淳
之

「
映

画
館
数
に
つ
い
て
」（
松
山
一
紀
ゼ
ミ
）
大

澤
直
記
、
柏
木
満
雄

予
備
演
習
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

）

グ
ラ
ン
プ
リ
「
世
界
の
エ
イ
ズ
状
況
に
つ

い
て
」（
何

成
業
ゼ
ミ
）
赤
澤
崇
文

準
グ
ラ
ン
プ
リ
「

に
つ
い
て
」（
田

窪
美
葉
ゼ
ミ
）
野
村

彰

「
介
助
犬
法

と
サ
ー
ビ
ス
ド
ッ
グ
た
ち

そ
の
現
状
と

実
態

」（
中
野
幹
久
ゼ
ミ
）
田
村
若
菜

佳
作
「
オ
ゾ
ン
層
の
キ
ケ
ン
」
（

ゼ
ミ
）
西
山
圭
子

「
大
学
生
の
将

来
へ
の
思
い
」（
三
木

英
ゼ
ミ
）
濱
野
秀

美

平
成

年
度
第

回

大
和
田
高
校

ジ
ー
ロ
ン
・
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（

年

月

日

月

日
、
豪
）

今
村
桃
子

水
間
千
晴

小
川
昌
希

山

下
藤
瑠
（
以
上

）

平
成

年
度
第

回

大
学
・
短
大

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ

ク
英
語
研
修
〔
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

年

月

日

月

日
〕
高
橋
全
佑
（
経

情

）

川
本
真
美
世

高
橋
ま
ど
か

西
井
小
百
合
（
以
上
心
コ
ミ

）

青
山

真
弓

高
士
沙
織
（
以
上
人
健

）

木

下
香
菜

宅
和
玲
奈

谷
本
真
弥

橋
本

恵

藤
田
め
ぐ
み
（
以
上
同

）

竹
内

安
衣
子

東
澤
由
佳

山
口

静

山
本

愛
子
（
以
上
国
コ
ミ

）

塩
坂
和
恵

堤

沙
織
（
以
上
同

）

江
口
祐
子

藤
間
夏
美
（
以
上
国
文

）

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語
研

修
〔
豪

年

月

日

月

日
〕

長
谷
川
悠
自（
法
政
経

）

原
山
裕
太（
国

コ
ミ

）

平
松

愛

藤
川
智
子
（
以

上
同

）

安
達
ま
り
子

佐
々
木

愛

中
江
希
実

中
岡
摩
踊

永
吉
里
早

山

桃
子

吉
川
さ
ゆ
り

岩
川
優
子
（
以

上
国
文

）

バ
ン
コ
ク
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
研
修
〔
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

年

月

日

日
〕
坂
本
啓
聡
（
法
政

経

）

中
本
晴
香
（
心
コ
ミ

）

橋

本
美
奈
子
（
人
健

）

牧
野
友
香
（
同

）

横
島
真
貴
（
国
コ
ミ

）

岩
田
恵
美

子

片
山
奈
緒
美

谷
本
直
美
（
以
上
ス

ポ
行

）

日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研
修
〔
ハ
ノ

イ
外
国
語
大
学
・
ベ
ト
ナ
ム

年

月

日

月

日
〕犬
塚

藍（
国
コ
ミ

）

田
中
由
衣
（
心
コ
ミ

）

〔
ハ
ノ
イ
国

際
貿
易
大
学
・
同
〕
奥
野
浩
之
（
同

）

〔
ホ
ン
バ
ン
大
学
・
同

年

月

日

月

日
〕
荒
川

圭
（
経
情

）

久
保
田
晶
子
（
国
コ
ミ

）

〔

・

ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド

年

月

日

月

日
〕
安
房
浩
毅
（
心
コ
ミ

）

佐
川
奈

都
子
（
ス
ポ
行

）

〔

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

同
〕

品
川
絵
里
（
人
健

）

〔
上
海
華
東
師
範

大
学
・
中
国

年

月

日

日
〕

大
石
絵
里
香（
心
コ
ミ

）

芳
邨

満（
国

コ
ミ

）

〔
東
洲
大
学
・
韓
国

同
〕
砂

山
素
美
（
社
コ
ミ

）

杉
本
知
佳
（
国

コ
ミ

）

〔
慶
南
情
報
大
学
・
韓
国

年

月

日

月

日
〕
矢
田
隆
信
（
法

政
経

）

家
政
科
海
外
異
文
化
研
修
派
遣

学
生
〔
東
洲
大
学
・
韓
国

年

月

日

日
〕
西
川
眞
美
（
家
政

）

二

又
真
由
美

船
田
倫
代

中
川
加
奈
絵
（
以

上
同

）

幼
児
教
育
実
習
に
係
る
海
外
研

修
派
遣
学
生
〔
木
の
実
幼
稚
園
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
豪

年

月

日

月

日
〕
瀧

仁
美

守
屋
明
香
（
以

上
幼
教

）

相
馬
慶
子
（
同

）

第

回
目
と
な
っ
た
平
成

年
度

の
全
国
高
校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
・

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
に
全
国

校
か
ら

編
の
応
募
が
寄

せ
ら
れ
た
。
昨
年

月
の
最
終
審
査

会
の
結
果
、

次
の
予
備
審
査
を
経

て
き
た

編
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ

賞
に
は
、
静
岡
県
浜
松
市
の
私
立
オ

イ
ス
カ
高
校

年
生
・
潤
ウ
ィ
リ
ア

ム
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。
さ
ら
に
準
グ

ラ
ン
プ
リ
賞
、
毎
日
新
聞
社
賞
各

人
、
佳
作

人
の
選
定
も
行
わ
れ
審

査
発
表
後
、
各
受
賞
校
で
表
彰
状
と

副
賞
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
受
賞
作
品
「
あ
り

が
と
う
か
ら
生
ま
れ
た
夢
」
は
、
日

系

世
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
高
校
生
潤

ウ
ィ
リ
ア
ム
さ
ん
が
日
本
移
住

年

の
生
活
体
験
を
綴
り
な
が
ら
、
ブ
ラ

第 回グローバルマインド賞第 回グローバルマインド賞

優秀論文審査結果優秀論文審査結果
テーマ

（敬称略）

「世界の中の日本と私」

グランプリ賞
「ありがとうから生まれた夢」
静岡県 オイスカ高等学校 年
潤ウィリアム
準グランプリ賞
「国際理解の大切さを学ぶ」
高知県 県立高知西高等学校 年
伊藤 恵美
毎日新聞社賞
「世界の形状と音楽のかたち」
大阪府 府立生野高等学校 年
斉藤 茜
佳作
「中国を通して知った

日本の国際性」
兵庫県 県立小野高等学校 年
民輪 萠
「共生に向けて」
兵庫県 小林聖心女子学院高等学校 年
吉田 侑紀子
「共生社会を目指して」
兵庫県 小林聖心女子学院高等学校 年
辻村 冴子
「平和のすすめ」
愛知県 清林館高等学校 年
久松 美名子
「 カ国ある国の中で

日本に生まれた私」
東京都 都立目黒高等学校 年
高木 佐和子
「世界を感じること」
東京都 女子学院高等学校 年
玉井 芳野
「世界平和の実現」
東京都 学習院女子高等科 年
松本 百合子
学校賞
兵庫県 小林聖心女子学院高等学校（ 年連続）

ジ
ル
と
日
本
の
架
け
橋
と
し
て
通
訳

を
め
ざ
す
夢
と
努
力
を
語
っ
た
。
準

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
は
、
英
国
留
学
中
に

起
き
た
イ
ラ
ク
問
題
を
通
じ
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
感
じ
た
国
際
理
解
の
大

切
さ
を
語
っ
た
、
高
知
県
高
知
市
の

県
立
高
知
西
高
校

年
生
・
伊
藤
恵

美
さ
ん
が
受
賞
し
た
。
毎
日
新
聞
社

賞
は
、
大
阪
府
松
原
市
の
府
立
生
野

高
校

年
生
・
斉
藤

茜
さ
ん
が
受

賞
。
自
ら
演
奏
も
楽
し
む
楽
器
を
通

じ
音
楽
の
普
遍
性
と
国
際
化
を
論
じ

た
。入

賞
し
た
生
徒

人
中
、
男
子
生

徒
は
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
受
賞
の
潤
ウ
ィ

リ
ア
ム
さ
ん
ひ
と
り
だ
っ
た
。
作
品

と
し
て
は
留
学
体
験
談
の
み
な
ら
ず
、

全
体
的
に
身
近
な
問
題
か
ら
生
徒
自

身
の
視
点
で
論
じ
る
傾
向
が
強
く

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
前
回
か
ら
新
論
題
に
採
用

し
た
サ
ブ
テ
ー
マ「
環
境
に
つ
い
て
」

の
応
募
が
増
え
て
お
り
、
地
球
環
境

へ
の
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え
た
。

（
優
秀
論
文
全
文
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。

）

第 回「グローバルマインド賞」第 回「グローバルマインド賞」
国
際
大
法
政
経
学
部
で
は
、
昨
年

度

月
よ
り
、
特
別
編
成
ク
ラ
ス
と

し
て
、
法
律
特
別
コ
ー
ス
を
立
ち
上

げ
た
。
就
職
環
境
が
依
然
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
公
務
員
を
志
望
す
る
人

が
増
え
て
お
り
、
法
政
経
学
部
で
も

公
務
員
、
警
察
官
な
ど
を
志
望
す
る

学
生
の
数
は
増
え
て
い
る
。
そ
の
こ

と
は
、
法
律
、
経
済
・
情
報
、
政
治
、

国
際
交
流
の

コ
ー
ス
の
う
ち
、
法

律
コ
ー
ス
を
志
望
す
る
学
生
の
割
合

が
最
も
多
い
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。

学
部
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
学
生

動
向
を
考
え
つ
つ
、
学
生
の
将
来
の

希
望
を
支
援
で
き
る
態
勢
の
整
備
に

乗
り
出
し
、
こ
の
特
別
コ
ー
ス
を
立

ち
上
げ
た
。

授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
正
規
に
は

年
次
後
期
か
ら
開
始
す
る
が
、
昨
年

は
初
年
度
で
も
あ
り
、

年
次
生
を

対
象
に
、
前
期
か
ら
途
中
開
講
を

行
っ
た
。

年
次
生
の
登
録
は
、
現

在

名
で
あ
り
、
前
期
の
教
養
科
目

に
続
き
、
後
期
に
は
、
専
門
基
礎
科

目
を
履
修
し
た
。
授
業
そ
の
も
の
は

所
期
の
目
的
に
合
わ
せ
て
、
試
験
対

策
を
念
頭
に
置
い
た
実
践
的
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

前
期
に
は
、
人
文
科
学
、
社
会
科

学
、
数
的
推
理
、
判
断
推
理
、
作
文

な
ど
の
授
業
が
開
講
さ
れ
、
後
期
に

は
、
公
法
概
論
、
私
法
概
論
、
政
治

学
原
論
な
ど
の
授
業
科
目
を
履
修
し
、

ま
た
、
土
曜
日
に
は
、
就
職
室
に
よ

る
公
務
員
対
策
講
座
を
受
講
し
た
。

後
期
に
始
ま
っ
た

年
次
生
で
は
、

わ
ず
か
週

つ
の
授
業
で
あ
っ
た
が
、

警
察
、
消
防
、
市
役
所
、
自
衛
隊
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
の
講
師
を

招
請
し
、
各
職
種
の
具
体
的
内
容
に

踏
み
込
ん
だ
講
演
授
業
を
行
っ
た
。

ま
た
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
適
性
検
査
の

試
験
問
題
な
ど
を
使
い
、
日
本
語
能

力
や
数
的
処
理
な
ど
、
入
門
的
な
授

業
を
行
い
、
本
年
度
の

年
次
か
ら

本
格
的
に
始
ま
る
試
験
対
策
へ
の
基

礎
固
め
と
し
た
。

昨
年
度
末
に
お
け
る
個
人
面
談
で

は
、
全
て
の
学
生
が
こ
の
特
別
ク
ラ

ス
で
の
授
業
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

年
次
生
で
は
、
少
人
数
で
の
徹
底

し
た
基
礎
、
専
門
基
礎
授
業
で
、
理

解
が
深
ま
り
、
勉
強
が
楽
し
く
な
っ

た
と
感
想
を
述
べ
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、

年
次
生
で
は
、
外
部

講
師
の
影
響
を
受
け
、
司
法
書
士
や

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
進
学
と
い
う
希
望
を

抱
く
学
生
が
増
え
て
き
て
い
る
。
学

年
に
お
い
て
も
優
秀
な
成
績
を
収
め

る
学
生
が
多
数
参
加
し
て
お
り
、
ク

ラ
ス
の
雰
囲
気
も
極
め
て
積
極
的
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
度
に
お

け
る
、
同
コ
ー
ス
の
授
業
は
大
き
な

成
果
を
上
げ
た
と
評
価
で
き
る
。

ま
た
本
年
度

年
次
生
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

名
以
上
の
学

生
が
法
律
特
別
コ
ー
ス
へ
の
参
加
を

希
望
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
律

特
別
コ
ー
ス
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を

受
け
、
今
年
度
後
期
か
ら
始
ま
る
同

コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
更
な
る
拡

充
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
法
政
経
学
部
助
教
授瀬

島

誠
）

法
律
特
別
コ
ー
ス
高
い
評
価

導
入

年

実
践
的
授
業
う
け
る

国
際
大
経
営
情
報
学
部

市
川
直

樹
ゼ
ミ
、
韓

尚
秀
ゼ
ミ
、
田
窪
美

葉
ゼ
ミ
の
計

チ
ー
ム
（

、

年

次
生
）
の
半
年
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー

ム
の
成
果
が
、
月

日
、枚
方
キ
ャ

ン
パ
ス
で
株
主
総
会
の
形
を
と
っ
て

発
表
さ
れ
た
。

恒
例
と
な
っ
た
こ
の
総
会
、
今
回

は
、
各
席
に
小
型
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と

パ
ソ
コ
ン
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
。
ビ
デ

オ
会
議
の
形
式
で
、
発
表
者
や
傍
聴

席
、
会
場
外
の
研
究
室
を
つ
な
ぎ
、

発
言
者
の
映
像
と
声
を
映
し
出
し
な

が
ら
進
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
今
年
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
日
韓
合
同
で
行
わ
れ
、
経
常

利
益

位
と

位
は
韓
国
の
チ
ー
ム

が
占
め
、

位
が
国
際
大
の

チ
ー
ム

社
長

小
川
純
平

営
業

部
長

中
倉
雅
幸

製
造
部
長
（
人

事
）
劉

捷

製
造
部
長
（
資
材
）

山
本
賢
司

経
理
部
長

岸
田
敏

典

と
な
っ
た
。（
敬
称
略
）

私
た
ち
は
演
習
に
お
い
て
、

年

間
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム

と
は

チ
ー
ム

人
の
グ
ル
ー

プ
で
、
会
社
経
営
を
模
擬
体
験
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

ゲ
ー
ム
を
振
り
返
っ
て
み
る
と

様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず

苦
労
し
た
点
は
計
画
通
り
に
実
績
が

で
な
い
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
の

チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
他
の
チ
ー
ム

と
の
競
走
の
中
で
ど
う
す
れ
ば
計
画

通
り
に
実
績
が
で
る
か
、
試
行
錯
誤

の
繰
り
返
し
で
し
た
。

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
品
質
改
良
に

重
点
を
絞
り
ゲ
ー
ム
を
す
す
め
ま
し

た
。
私
た
ち
と
同
じ
戦
略
を
立
て
て

き
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
り
差
別
化
を

図
る
の
に
苦
労
し
た
も
の
の
品
質
改

良
を
最
重
要
課
題
と
し
た
こ
と
が
功

を
奏
し
、
良
い
成
績
を
お
さ
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

反
省
点
は
立
て
た
経
営
戦
略
が
、

他
の
チ
ー
ム
よ
り
良
い
も
の
だ
と
過

信
し
た
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
で
他
の

チ
ー
ム
の
経
営
戦
略
を
も
っ
と
研
究

予
測
し
、
ゲ
ー
ム
展
開
す
れ
ば
さ
ら

に
良
い
結
果
が
だ
せ
た
と
考
え
ま
す
。

苦
労
続
き
の
ゲ
ー
ム
も
今
で
は
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
経
験
で
き

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
正
直
な

と
こ
ろ
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
最
中
は
、

何
故
こ
の
よ
う
な
大
変
な
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
る
の
か
と
疑
問
視
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
帳
票
の
見
方
や
、
計

画
通
り
に
事
が
運
ん
だ
と
き
の
達
成

感
な
ど
体
験
し
、
学
生
生
活
の
中
で

も
と
く
に
良
い
経
験
が
で
き
た
授
業

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム

会
社
経
営
の
模
擬

体
験
を
レ
ポ
ー
ト

代
表
の
小
川
さ
ん

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

（敬称略）

守口キャンパス課外活動奨励者表彰にて（ 年 月 日）

回
西
日
本
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
選

抜
対
抗
戦
関
西
選
抜
出
場
〕

小
坂
恵
里

（
同

）〔
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

秋
季
リ
ー
グ
戦

部
最
優
秀
選
手
賞
、
第

回
西
日
本
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
選

抜
対
抗
戦
関
西
選
抜
出
場
〕

戸
田
絵
美

（
同

）〔
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

秋
季
リ
ー
グ
戦

部
ベ
ス
ト
リ
ベ
ロ
賞
、

第

回
西
日
本
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女

選
抜
対
抗
戦
関
西
選
抜
出
場
〕

加
茂
有

希
子
（
同

）〔
日
本
学
生
陸
上
競
技
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権

走

位
、
西
日
本

学
生
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権

位
、
近
畿
陸
上
競
技
選
手
権

、

走

位
〕

野
々
村
ふ
み
（
同

）

〔
陸
上
競
技

走
に
お
い
て
日
本

学
生
陸
上
競
技
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

位
、

西
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権

位
、

関
西
学
生
陸
上
競
技
学
年
別
（

、

年
）

選
手
権

位
〕

長
谷
川
早
希
（
同

）〔
シ

ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン
選
手

権
日
本
代
表
選
手
、
団
体
の
部
で
優
勝
〕

今
西
真
理
（
同

）〔
第

回
世
界
バ
ト

グランプリ 潤ウィリアムさんに
ブラジル人
高校 年生 通訳への夢と努力綴る

国際大

チ
ー
ム
が
成
果
を
発
表

ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム

株
主
総
会
形
式
で

国際大
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第 号 （学報） 平成 年（ 年） 月 日（火曜日）（ ）

海
外
の
食
情
報
が
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
に
紹
介
さ
れ
、
国
内
で
も
各
国

料
理
が
堪
能
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
依
然
と
し
て
食
に
関
す
る
多
く

の
情
報
は
網
羅
的
・
表
面
的
な
解
説

に
留
ま
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
ん
な
不
満
に
応
え
、「
台
所
と

食
卓
か
ら
世
界
を
読
み
解
こ
う
」
と

食
の
背
景
に
深
く
踏
み
込
ん
だ
本
が

『
世
界
の
食
文
化
』（
全

巻
）
で

あ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
は
石
毛
直
道
・

国
立
民
族
学
博
物
館
前
館
長
監
修
の

氏
（
大
阪
国
際
大
学
教
授
・
ド
イ
ツ

近
代
史
）
の
筆
に
よ
る
。
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
イ
メ
ー
ジ
の
薄
い
ド
イ
ツ

の
食
を

章
で
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
郷
土
料
理
の
紹
介
、

章
で
は

ゲ
ル
マ
ン
の
伝
統
や
キ
リ
ス
ト
教
の

影
響
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
食
文
化
の
源

流
、

章
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
コ
ー

ヒ
ー
が
い
か
に
国
民
的
食
料
・
飲
料

と
な
っ
て
い
っ
た
か
、

・

章
で

は
、
ド
イ
ツ
近
現
代
の
庶
民
の
食
を

大阪国際大学
人間科学部

人間健康科学科教授

南 直人（編集委員）

「
世
界
の
食
文
化
」

全

巻

社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協
会

予
価

円
揃
予
価

円

も
と
、
食
文
化
研
究
の
リ
ー
ダ
ー

名
が
編
集
委
員
を
つ
と
め
、
各
巻
は

各
地
域
を
熟
知
し
て
い
る
文
化
人
類

学
、
歴
史
学
、
政
治
学
、
文
学
、
経

済
学
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
研
究

者
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
、
専
門
性
と

著
者
の
個
性
の
双
方
を
兼
ね
そ
ろ
え

た
魅
力
的
な
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
て
い

る
。た

と
え
ば
第

巻
の
『
ド
イ
ツ
』

は
、
編
集
委
員
も
つ
と
め
る
南
直
人

食
の
工
業
化
や
戦
争
と
い
っ
た
背
景

を
踏
ま
え
、
家
計
調
査
か
ら
み
た
食

物
摂
取
量
な
ど
詳
細
な
デ
ー
タ
を
も

と
に
労
働
者
階
級
の
食
事
風
景
な
ど

が
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

最
後
は
現
代
ド
イ
ツ
の
食
事
情
。

食
の
国
際
化
や
健
康
志
向
は
ド
イ
ツ

と
て
例
外
で
は
な
い
。
当
世
の
ト
レ

ン
ド
か
ら
食
の
将
来
を
展
望
す
る
形

は
各
巻
共
通
だ
が
、
我
々
日
本
人
の

食
が
一
体
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
を
こ

こ
で
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

各
巻
巻
頭
に
大
村
次
郷
・
広
津
秋

義
両
氏
撮
り
お
ろ
し
の
家
庭
の
食
の

風
景
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
が
席
巻
す
る
時
代
に
あ
っ
て
な
お

守
り
継
が
れ
て
い
る
食
の
姿
が
こ
こ

に
あ
る
。
な
お
こ
の
カ
ラ
ー
企
画
は
、

季
刊
の
食
文
化
誌
『
ヴ
ェ
ス
タ
』
に

先
行
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
心

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

（

）

（
評
者
財
団
法
人
味
の
素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー

草
野
美
保
）

国
際
大

『
言
葉
に
こ
だ
わ
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
』
元

政
経
学
部
教
授

故

氏

著
、

岩
波
書
店

円

『
ジ
ー
ニ
ア
ス
和
英
辞
典

第

版
』
経

営
情
報
学
部
教
授

畠
山
利
一

教
授

編
集
委
員
（
共
）

大

修
館
書
店

円

『
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
』
人
間
科
学
部
ス

ポ
ー
ツ
行
動
学
科
教
授

井
上
芳
光

共
著
、

文
光
堂

円

『
気
候
風
土
に
学
ぶ
』
同

共
著
、
学
生

社

円

『

の
た
め
の
仕
事
術
心
得
ノ
ー
ト
』

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科
教
授

福
田

真
規
夫

共
著
、
日
刊
工
業
新
聞
社

円

大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科

修
士
課
程

蘭

嵐

（
指
導
教
員

植
松
康
祐
）

「

」
中
国
・
瀋
陽

か
ら
の
留
学
生

で
あ
る
蘭

嵐

さ
ん
は
、
教
育

に
お
け
る
経
済
学
の
中
で
の
人
的
資

本
論
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
。
過

去
の
先
行
研
究
は
、
個
人
の
単
純
な

投
資
に
対
す
る
リ
タ
ー
ン
だ
け
を
議

論
し
た
も
の
や
、
デ
ー
タ
を
用
い
て

い
て
も
、
そ
の
デ
ー
タ
は
全
国
平
均

な
ど
の
マ
ク
ロ
的
な
分
析
モ
デ
ル
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
教
育
を
受
け

る
者
の
み
を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
蘭
さ
ん
の
研
究

で
は
、
日
本
に
お
け
る
教
育
の
投
資

者
で
あ
る
親
と
リ
タ
ー
ン
を
得
る
子

供
を
合
わ
せ
た
モ
デ
ル
を
提
案
し
た
。

厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
か
ら
の

詳
細
な
デ
ー
タ
を
基
に
、
日
本
の
教

育
事
情
に
適
合
す
る
数
学
モ
デ
ル
を

構
築
。
数
学
的
な
モ
デ
ル
の
価
値
と

し
て
は
、
学
歴
別
の
階
層
別
生
涯
年

収
デ
ー
タ
を
基
に
、
連
続
関
数
と
し

て
近
似
す
る
こ
と
に
よ
り
、
微
積
に

よ
る
解
析
に
も
耐
え
う
る
モ
デ
ル
を

提
案
し
た
点
で
あ
る
。

経
済
学
を
背
景
に
し
た
モ
デ
ル
を
、

経
営
科
学
の
最
適
化
の
原
理
に
基
づ

き
、

に
よ
る

を
ツ
ー
ル

と
し
て
問
題
の
解
析
を
行
っ
て
お
り
、

問
題
の
捉
え
方
、
及
び
分
析
手
法
に

も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
分
析
結
果
は
、
今
後
の
大
学
教

育
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
。

「
日
本
の
大
学
教
育
の
あ
り
方
に

疑
問
を
抱
き
、
そ
し
て
、
日
本
の
大

学
の
今
後
の
戦
略
に
関
し
て
議
論
を

し
た
か
っ
た
」
と
言
う
蘭
さ
ん
。

「

な
ど
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
、

日
本
は
個
人
的
デ
ー
タ
の
開
示
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。即
ち
、教
育
に
よ
っ

て
職
業
な
ど
の
機
会
が
平
等
に
与
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
神
話
が
未
だ
に

あ
る
と
考
え
ま
す
。」
と
問
題
提
起
。

卒
業
後
は
、
国
際
大
の
博
士
課
程
に

進
む
。

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

川
西
雅
章
、北
野
耕
司
、杉
本
幸
応

（
指
導
教
員

中
井
哲
夫
）

「
初
級
シ
ス
ア
ド
取
得
支
援
ツ
ー
ル

模
擬
テ
ス
ト
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

開
発

」

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ
試
験
対
策
の
勉
強
の
た
め
に
、

市
販
の
模
擬
テ
ス
ト
用
ソ
フ
ト
を

使
っ
た
と
こ
ろ
、
様
々
な
問
題
点
を

見
つ
け
た

人
。
な
ら
ば
、
自
分
た

ち
で
開
発
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
の
完
全
ラ
ン
ダ

ム
出
題
、
出
題
問
題
の
管
理
、
個
人

情
報
に
よ
る
弱
点
克
服
機
能
の

点

の
課
題
を
解
決
し
、
既
存
ソ
フ
ト
と

比
較
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
機
能
を

も
っ
た
ソ
フ
ト
の
開
発
に
成
功
し
た
。

「
現
在
、
定
義
し
た
シ
ス
テ
ム
の

改
良
は
思
い
通
り
に
動
い
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
実
行
す
る
に
は
乏
し
く
、

今
後
、
後
輩
に
よ
る
改
良
を
期
待
し
、

私
自
身
も
携
わ
っ
て
行
き
た
い
」
と

い
う
代
表
の
杉
本
さ
ん
は
卒
業
後
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
会
社
へ
。「
今
回
の
研

究
で
体
験
し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、

さ
ら
に
自
己
ス
キ
ル
を
あ
げ
て
い
き

た
い
」
と
語
る
。

北
野
さ
ん
も
同
じ
く
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
業
界
へ
、
川
西
さ
ん
は
、
国
際
大

大
学
院
へ
進
学
、
情
報
関
連
の
研
究

を
続
け
る
。

法
政
経
学
部
法
政
経
学
科山

本

尚

（
指
導
教
員

高
田

敏
）

「
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

平
成
の

市
町
村
合
併
の
問
題

京
都
府
を
中

心
に
考
え
る
」

政
経
学
部
が

法
政
経
学
部
と

名
称
変
更
し
て

か
ら
の

期
生

と
な
る
山
本
さ
ん
は
、
地
方
制
度
大

変
動
の
時
代
に
あ
っ
て
、
活
発
化
し

て
い
る
市
町
村
合
併
問
題
を
取
り
上

げ
た
。
従
来
よ
り
市
町
村
と
い
う
基

礎
的
な
自
治
体
の
重
要
性
が
増
し
て

お
り
、
合
併
に
よ
っ
て
力
を
つ
け
て

い
こ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
そ
れ

を
単
に
肯
定
的
で
は
な
く
、
分
析
し

批
判
的
に
も
捉
え
、
自
身
の
地
元
・

京
都
を
例
に
実
地
に
そ
く
し
た
論
文

と
な
っ
て
い
る
。

山
本
さ
ん
は
「
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
た
の
は
、
私
が
と
て
も
ま
ち
づ

く
り
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
合
併
す

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
み

出
す
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
市
町
村
が
持
っ
て

い
る
風
土
・
自
然
・
歴
史
・
環
境
な

ど
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
が
、

平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
と

同
時
に
、
国
が
一
方
的
に
合
併
を
押

し
進
め
る
こ
と
に
危
惧
を
抱
き
、
地

方
自
治
の
将
来
を
懸
念
す
る
。

卒
業
後
は
、
国
際
大
大
学
院
総
合

社
会
科
学
研
究
科
に
進
学
し
、
さ
ら

に
研
究
を
深
め
て
い
く
。

社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

劉

颯

（
木
曽
利
之
ゼ
ミ
）

「
中
日
の
若
者
の
消
費
文
化
と
広
告

の
影
響
力
」

メ
デ
ィ
ア
の

多
様
化
、
高
度

情
報
化
の
時
代

に
メ
デ
ィ
ア
は

若
者
の
消
費
文
化
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
中
国
と

日
本
の
消
費
文
化
の
共
通
点
と
相
違

点
を
分
析
し
、
広
告
の
影
響
力
に
つ

い
て
研
究
。

中
国
・
瀋
陽
の
大
学
生
と
本
学
学

生
で
そ
れ
ぞ
れ

名
と

名
を
対
象

に
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

両
国
の
若
者
の
消
費
文
化
、
メ
デ
ィ

ア
と
の
接
し
方
の
共
通
点
は
「

型

世
代
」
と
い
う
概
念
で
ま
と
め
ら
れ

る
。
広
く
て
浅
い
「
お
さ
え
」
と
好

き
な
も
の
を
深
く
と
い
う
「
こ
だ
わ

り
」
を
ひ
と
り
の
中
で
両
立
し
、
使

い
分
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
お

さ
え
」
の
部
分
は
共
有
の
消
費
や
行

動
で
、
共
通
な
情
報
源
か
ら
情
報
を

入
手
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
こ
だ
わ

り
」
は
主
体
的
に
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
で
あ
る
。
若
者
は
時
代
に
遅
れ

た
く
な
い
意
識
が
ど
の
世
代
よ
り
も

強
く
、
情
報
収
集
を
重
視
し
て
い
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
若
者
の
重
要
な
情

報
源
で
あ
り
、
特
に
広
告
は
若
者
の

消
費
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、

日
本
の
若
者
は
価
格
意
識
が
強
い
こ

と
と
中
国
の
若
者
は
環
境
意
識
が
強

い
と
い
う
状
況
も
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
。
た
だ
、
中
国
の
広
告
に
関
す

る
資
料
や
デ
ー
タ
ー
の
収
集
と
ア
ン

ケ
ー
ト
内
容
の
設
定
と
実
施
は
困
難

な
も
の
で
あ
っ
た
。
木
曽
利
之
教
授

と
山
本
文
恵
先
生
の
助
け
に
対
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

北
口
由
香

（
黄

志
軍
ゼ
ミ
）

「
日
本
と
漢
語
文
化
圏
に
お
け
る
動

物
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
つ
い
て
」

ペ
ッ
ト
ブ
ー

ム
の
中
、
文
化

や
環
境
の
違
い

で
生
じ
る
動
物

の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心

に
調
査
分
析
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

日
本
と
、
本
学
で
最
も
留
学
生
が
多

い
漢
語
文
化
圏
（
本
論
文
で
は
主
に

中
国
を
指
す
）
の
学
生
各

人

を
対
照
と
し
た
。
内
容
は
「
犬
」「
猫
」

「
鳥
」「
牛
」「
蛇
」「
虎
」
に
つ
い

て
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
つ
く
ま
ま
最

高

つ
ま
で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

尚
、
先
入
観
を
持
た
せ
な
い
た
め
例

題
な
ど
は
一
切
挙
げ
な
か
っ
た
。
良

い
イ
メ
ー
ジ
に
は
プ
ラ
ス
、
悪
い
イ

メ
ー
ジ
に
は
マ
イ
ナ
ス
、
良
し
悪
し

な
い
イ
メ
ー
ジ
に
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ

ス
と
し
た
。

興
味
深
い
相
違
が
見
ら
れ
た
の
は

「
虎
」
と
「
牛
」
で
あ
っ
た
。
他
の

動
物
は
日
本
と
漢
語
文
化
圏
の
間
に

特
に
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
虎
」
は
日
本
で
は
プ
ラ
ス
も
マ
イ

ナ
ス
も
ほ
ぼ
均
等
だ
っ
た
が
、
漢
語

文
化
圏
で
は
半
数
以
上
が
プ
ラ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
。
日
本
人
に

と
っ
て
「
牛
」
は
、
プ
ラ
ス
イ
メ
ー

ジ
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
逆
に

漢
語
文
化
圏
で
は
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ

が

割
以
上
も
あ
っ
た
。

最
終
的
に
人
間
に
と
っ
て
身
近
な

動
物
ほ
ど
プ
ラ
ス
、
あ
る
い
は
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

人
間
健
康
科
学
科

升
田
駒
子

（
正
木
美
知
子
ゼ
ミ
）

「
中
高
年
と
学
生
の
健
康
に
対
す
る

意
識
・
行
動
の
比
較
」

老
い
を
自
覚

す
る

・

代

と
学
生
と
の
健

康
へ
の
関
心
度

と
健
康
維
持
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

文
献
研
究
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
。

大
人

名
に
対
し
学
生
は

名
を

対
象
に
健
康
状
態
、
食
生
活
、
日
常

の
行
動
・
運
動
な
ど

項
目
の
内
容

に
し
た
。
今
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

は
、
学
生
よ
り
中
高
年
な
か
で
も
女

性
が
良
好
と
答
え
て
い
る
。
健
康
診

断
は
中
高
年
の

％
が
年

回
は
受

け
て
い
る
が
学
生
男
子
で
は
半
数
し

か
い
な
か
っ
た
。
運
動
し
て
い
る
人

は
男
女
と
も
中
高
年
が
学
生
を
上

回
っ
て
い
た
。

運
動
し
て
い
な
い
人
の
多
く
は「
機

会
が
な
い
」「
時
間
が
な
い
」
と
い
う

理
由
で
あ
っ
た
。
欠
食
習
慣
は
学
生

に
多
く
ま
た
朝
食
を
抜
い
て
い
る
人

は
世
代
に
関
係
な
く
多
か
っ
た
。

外
食
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
約
半

数
が
恒
常
的
に
と
っ
て
お
り
、
夜
の

外
食
が
多
か
っ
た
。
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
る
人
は
世
代
に
関
係
な
く
多
く
、

そ
の
発
散
方
法
は
学
生
男
子
以
外
は

ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
た
。
健
康
へ
の

関
心
度
は
中
高
年
の
女
性
が
一
番
高
く
、

中
高
年
男
子
、
学
生
の
順
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
学
生
の
生
活
習
慣
病
に
対

す
る
関
心
は
極
め
て
低
い
が
、

・

代
か
ら
気
を
配
る
べ
き
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

舛
見
法
子

（
指
導
教
員

世
戸
俊
男
）

「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
産
業
に
求
め
ら
れ

る
人
材

そ
の
職
務
環
境
の
実
態
に

つ
い
て
」

第
二
次
成
長

期
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
産
業
が
従

業
員
に
対
し
て

行
う
内
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
も
と

に
、
そ
の
職
務
環
境
の
実
態
か
ら
裏

づ
け
を
行
い
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

研
究
。

郵
送
調
査
法
に
よ
り
「
ジ
ム
・
ス

タ
ジ
オ
・
プ
ー
ル
」
を
持
っ
て
る
近

畿
、
東
海
、
中
国
地
方
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ

箇
所
に
質
問
用

紙
を
送
っ
た
。
内
容
は
企
業
が
行
う

研
修
制
度
に
つ
い
て
正
社
員
、
契
約

社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

つ
の
雇
用

形
態
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ

項
目
の

調
査
を
実
施
し
た
。
回
答
は

通
。

研
修
制
度
は
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

第

回
全
国
教
育
美
術
展

（
平
成

年

月

日
）

特
選

小
野
美
咲
子
（
す
み
れ
組
）

大
江
珠
代
（
あ
や
め
組
）
入
選

野
末
莉
奈
（
ひ
ま
わ
り
組
）

藤
川

拓
巳

中
村
日
向
子
（
以
上
す
み
れ

組
）

久
保
美
翔
（
ゆ
り
組
）

江

原
麻
美

玉
置
早
苗
（
以
上
あ
や
め

組
）
佳
作

上
利
果
穂
（
ひ
ま
わ
り

組
）

柴
田
知
佳
（
あ
や
め
組
）

第

回
全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

（
平
成

年

月

日
）

入
選

氏
丸
直
岐

和
田
藍
里

古

川
菜
々
美
（
以
上
あ
や
め
組
）

川

悠
平

倉
岡

花

中
西
亮
太

（
以
上
ゆ
り
組
）

戎

美
憂

川

原
さ
ゆ
り

金
谷
美
佳

中
村
日
向

子
（
以
上
す
み
れ
組
）
佳
作

上
利

果
穂
（
ひ
ま
わ
り
組
）

信
藤
梨
実

（
す
み
れ
組
）
努
力
賞

大
江
珠
代

戸
梶

華

八
木
幸
浩

藤
重
璃

士

加
藤
雅
也

江
原
麻
未

岩
元

慶
太
（
以
上
あ
や
め
組
）

玉
木

大

開
田
健
太
郎
（
以
上
ゆ
り
組
）

森
川

拓

藤
原
佐
恵

今
村

愛
（
以
上
ひ
ま
わ
り
組
）

小
野
美

咲
子

稲
冨
滉
平

細
川

健

松

田
拓
也

大
西
倫
平

兼
平
朋
果

（
以
上
す
み
れ
組
）

ず

％
以
上
で
実
施
し
て
い
る
。
実

施
頻
度
は
不
定
期
が
多
く
定
期
的
実

施
企
業
は

％
前
後
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
有
資
格
者
に
対
す
る
給
与

面
で
の
優
遇
制
度
は
各
雇
用
形
態
と

も

％
以
上
が
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

研
修
制
度
は
あ
る
も
の
の
不
定
期
が

多
く
サ
ー
ビ
ス
財
と
な
る
従
業
員
に

対
す
る
育
成
に
欠
け
て
い
る
一
面
が

見
え
た
。

ま
た
、
資
格
重
視
の
職
場
で
あ
り

な
が
ら
有
資
格
者
に
対
す
る
優
遇
制

度
の
定
着
率
が
低
く
今
後
は
従
業
員

の
働
く
意
欲
と
技
術
向
上
に
力
を
注

ぐ
べ
き
で
あ
る
。

卒
業
研
究
の
集
大
成
発
表

卒
業
研
究
の
集
大
成
発
表

年年年年
度度度度

大大大大大大
学学学学学学
院院院院院院
とととととと
大大大大大大
学学学学学学
各各各各各各
学学学学学学
部部部部部部
生生生生生生

年
度

大
学
院
と
大
学
各
学
部
生

大
学
生
活
の
集
大
成
と
も
言
え
る
卒
業
研
究
が

年
度
も
大
学
院

各
研
究
科
、
大
学
各
学
部
学
科
で
提
出
さ
れ
た
。
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で

発
表
会
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を
重
ね
て
き
た
学
生
ら

は
、
映
像
を
駆
使
し
な
が
ら
堂
々
と
成
果
を
発
表
し
た
。
数
多
い
力

作
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
す
る
。

（
敬
称
略
）左から杉本さん、川西さん、北野さん
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滝
井
高
校
で
は
、

月

日
、
国

際
大
か
ら
海
外
へ
留
学
経
験
の
あ
る

学
生

人
を
招
き
、
国
際
交
流
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ
た
。

今
回
招
か
れ
た

人
は
、
杉
本
知

佳
さ
ん
（
人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
次
生
）、

緑
豊
か
な
大
自
然
に
囲
ま
れ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
タ
ス
マ
ニ
ア
島

第

の
都
市
、
ロ
ー
ン
セ
ス
ト
ン
市

に
位
置
す
る
ス
コ
ッ
チ
・
オ
ー
ク

る
意
見
が
多
か
っ
た
た
め
、
今
回
国

際
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
る
同
校
が

選
ば
れ
た
。

交
流
団
は
日
本
文
化
授
業
の
生
徒

に
よ
る
抹
茶
を
味
わ
っ
た
り
、
パ
ソ

コ
ン
授
業
の
様
子
や
体
育
館
な
ど
学

内
施
設
を
見
学
後
大
教
室
で
同
校
教

師
ら
と
進
学
率
や
日
本
の
教
育
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。
奥
田
吾
朗
校
長
は
「
一
人

で
も
多
く
の
韓
国
高
校
生
が
修
学
旅

行
先
と
し
て
当
地
を
訪
問
し
、
未
来

の
韓
日
関
係
を
築
く
架
け
橋
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
」
と
挨
拶
。

ま
た
、
団
長
の
五
輪
中
学
校
の
金

煥
校
長
は
「
生
徒
達
が
と
て
も
礼

儀
正
し
く
接
し
て
く
れ
た
こ
と
が
と

て
も
印
象
的
。
互
い
の
文
化
を
理
解

し
友
好
的
に
発
展
す
る
こ
と
を
望
み

ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

スコッチ・オークバーン・スコッチ・オークバーン・
カレッジ（オーストラリア）カレッジ（オーストラリア）

中
学

年
間
で
学
ん
だ
英
語
を
駆
使
し
て
、
交
流
を
深
め
る

タタタタタタタスススススススマママママママニニニニニニニアアアアアアアののののののの伝伝伝伝伝伝伝統統統統統統統校校校校校校校でででででででタスマニアの伝統校で

提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
和
田
中
学
校
》

バ
ー
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
は

年

創
立
の
伝
統
あ
る
名
門
校
で
、
本
校

と
は

年
に
姉
妹
校
提
携
を

交
わ
し
て
以
来
、
隔
年
の
相
互
訪
問

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
校
生
が
中
学

年
間
で
習
得
し
た

英
語
を
駆
使
し
て
、
書
道
や
日
本
語
、

日
本
の
歌
、
折
り
紙
等
を
教
え
ま
す
。

ス
コ
ッ
チ
生
の
間
で
は
書
道
が
大
人

気
で
、
な
か
な
か
う
ま
く
運
ば
な
い

に
つ
き
ま
す
。

海
外
研
修
を
通
し
て
生
徒
た
ち
は

外
国
文
化
や
英
語
へ
の
関
心
が
強
ま

る
だ
け
で
な
く
、
内
面
的
に
も
一
回

り
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
よ
う

で
す
。（

中

担
任

西
田

由
佳
）

充
実
の
交
換
授
業
と
感
動
の
課
外
活
動

書
道
や
日
本
語
の
歌
、
折
り
紙

大
和
田
中
学

年
終
了
後
の
海
外

研
修
旅
行
で
は
、
生
徒
全
員
が
一
週

間
の
滞
在
期
間
、
ホ
ス
ト
生
の
家
庭

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
現

地
の
日
常
生
活
や
学
校
生
活
を
楽
し

み
ま
す
。

現
地
校
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
伝
統
菓
子
で
あ
る
ア
ン
ザ
ッ
ク

ク
ッ
キ
ー
の
調
理
実
習
や
、
身
近
な

も
の
を
用
い
た
写
真
撮
影
と
現
像
な

ど
実
践
的
な
授
業
を
現
地
校
の
先
生

の
英
語
で
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、
ス

コ
ッ
チ
オ
ー
ク
バ
ー
ン
校
で
は
日
本

語
が

年
間
の
必
修
科
目
と
な
っ
て

お
り
、
在
校
生
の
日
本
へ
の
関
心
も

非
常
に
高
く
、
至
る
所
か
ら
投
げ
か

け
ら
れ
る
ス
コ
ッ
チ
生
の
「
こ
ん
に

ち
は
。」
と
い
う
声
は
本
校
生
達
の

緊
張
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
す
。

お
返
し
に
行
う
交
換
授
業
で
は
、

筆
遣
い
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

本
校
生
の
助
け
を
か
り
て
字
を
書
き

大
歓
声
を
あ
げ
た
り
、
自
分
の
名
前

に
漢
字
を
当
て
て
も
ら
っ
て
大
喜
び

し
て
い
る
生
徒
な
ど
微
笑
ま
し
い
光

景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

課
外
授
業
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

農
場
見
学
、
カ
タ
ラ
ク
ト
峡
谷
へ
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
海
辺
へ
の
散
歩
な
ど

都
会
に
暮
ら
す
私
た
ち
が
日
常
体
験

で
き
な
い
大
自
然
と
の
触
れ
あ
い
に
、

生
徒
た
ち
は
深
い
感
動
を
お
ぼ
え
る

よ
う
で
す
。

最
初
の
う
ち
は
初
め
て
の
海
外
生

活
で
身
を
固
く
し
て
い
る
生
徒
た
ち

も
、

週
間
の
滞
在
を
終
え
る
頃
に

は
、
素
晴
ら
し
い
大
自
然
の
中
で
、

タ
ス
マ
ニ
ア
の
人
々
の
温
か
い
心
に

触
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
涙
、
涙
で
帰
路

大
学
・
短
大
国
際
関
係
研
究
所
が

主
催
す
る
第

回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
昨
年

月

日
、
開
催
さ
れ

た
。
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
開
学
時
か
ら
、

時
局
を
捉
え
た
テ
ー
マ
で
企
業
か
ら

の
参
加
者
を
多
く
得
て
き
た
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
大
阪
市
中
央
区
の

日
本
綿
業
倶
楽
部
を
会
場
に
今
回

で

回
目
を
迎
え
た
。

テ

マ
は
『
経
済
大
国
化
す
る
中

国
と
イ
ン
ド

国
際
環
境
の
変
化
と

地
域
経
済
へ
の
影
響

』。
総
合
司

会
を
国
際
関
係
研
究
所
長

大
矢
吉

之
教
授
が
務
め
た
。

ま
ず
、
在
大
阪
神
戸
イ
ン
ド
総
領

事

氏
が
、「

大
国
イ
ン
ド
の
台
頭
」
と
題
し
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
輸
出
な
ど

分

野
で
飛
躍
的
な
発
展
を
続
け
て
い
る

経
緯
を
講
演
。
次
に
、

富
士
通
総

研
経
済
研
究
所
主
任
研
究
員
柯

隆
氏
が
、「
中
国
へ
の
企
業
進
出
と

第

回
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
く

第

回
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
く

人
民
元
問
題
の
動
向
」
と
題
し
講
演
、

対
中
投
資
ブ
ー
ム
な
ど
に
つ
い
て
日

本
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
た
。

引
き
続
き
、
国
際
大
経
営
情
報
学

部

教
授
が
、
「
国

際
環
境
の
変
化
と
中
小
企
業
・
地
域

経
済
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
お
け
る
中
小
企
業
の
生
き
残

り
策
な
ど
を
語
っ
た
。

講
演
後
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
経
営

情
報
学
部

西
口
義
展
教
授
が
務
め

て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

経済大国化する中国とインド
国際環境の変化などインド総領事ら講演

企
業
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
毎
年
熱
気
に
包
ま
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場

韓
国
の
修
学
旅
行
生
を
日
本
に
招

く
た
め
に
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
中
学
高

校
の
学
校
長
ら

名
か
ら
な
る
視
察

の
ツ
ア
ー
が

月

日
か
ら

日
ま

で
株
式
会
社

に
よ
り
行
わ
れ
、

そ
の
日
程
の
中
で
一
行
は

日
に
滝

ソウル市内の中 高校長ら

滝井高校を訪問
韓日文化交流の一環

井
高
校
を
訪
れ
た
。

同
ツ
ア
ー
は
、
韓
国
か
ら
日
本
を

訪
れ
る
修
学
旅
行
生
の
査
証（
ビ
ザ
）

が

月

日
か
ら
免
除
さ
れ
る
こ
と

を
受
け
行
わ
れ
た
も
の
。
単
な
る
観

光
地
巡
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

た
日
本
の
学
校
と
の
交
流
を
希
望
す

奥
田
奨
学
金
で
海
外
留
学
の

人
招
き

交
流
団
に
抹
茶
を
ふ
る
ま
う
滝
井
高
生

黒
川
有
紀
子
さ
ん
（
同
ス
ポ
ー
ツ
行

動
学
科

年
次
生
）、
奥

朱
穂
さ

ん
（
同
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科

年
次
生
）
で
、
い
ず
れ
も
奥

田
政
三
教
育
・
研
究
基
金
に
よ
る
奨

学
金
を
得
て
、
日
本
語
教
員
ア
シ
ス

タ
ン
ト
と
し
て
各
国
へ
派
遣
さ
れ
た

学
生
た
ち
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は

年

生
と

年
生
を
対
象
に

回
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
約

分
の
体
験
談
が
語
ら

れ
た
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
へ
派
遣
さ
れ
た
杉
本
さ

ん
は
、
デ
ー
ル
と
い
う
現
地
の
民
族

衣
装
で
講
演
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
日
本
の
良
さ
に
気
づ
い
た
と
い
う

黒
川
さ
ん
は
着
物
で
登
場
。
奥
さ
ん

は
失
敗
談
も
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
楽
し

く
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
体
験
を
語
る
な

ど
、

人
は
そ
れ
ぞ
れ
後
輩
た
ち
に

わ
か
り
や
す
く
、
興
味
深
い
内
容
を
、

と
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

着
物
姿
で
講
演
す
る
黒
川
さ
ん
の
話
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
る

生
徒
ら
は
、
身
近
な
先
輩
が
自
ら

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
、
海
外
で
様
々

な
体
験
を
通
し
て
成
長
し
て
き
た
話

に
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
、「
び
っ
く

り
す
る
よ
う
な
習
慣
の
違
い
は
あ
り

ま
し
た
か
？
」「
各
国
は
日
本
に
対

し
て
ど
ん
な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す

か
？
」
な
ど
と
質
問
。
国
際
大
生

人
は
「
す
ご
く
緊
張
し
た
け
ど
、
こ

ん
な
に
大
勢
の
高
校
生
の
前
で
話
す

な
ん
て
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
り
、
互
い
に
と
っ
て
実
り
大
き

い
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
と
な
っ
た
。

国
際
交
流
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

国
際
交
流
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

滝井高校
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シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

の
世
界
舞
台
で
活
躍
中
の
長
谷
川
早

希
さ
ん
（
女
子
大
人
間
科
学
部
ス

ポ
ー
ツ
行
動
学
科

年
次
生
、
第

号
で
紹
介
）
が
、
昨
年
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル

チ
ー
ム
（

チ
ー
ム
は
五
輪
代

表
レ
ベ
ル
）

人
の

人
と
し
て
、

「
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン
選
手
権
大
会
」

（
平
成

年

月

日

日
、バ
ー

セ
ル
）
に
出
場
、
チ
ー
ム
と
フ
リ
ー

ル
ー
テ
ィ
ン
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。

し
、
続
く
選
考
会
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
入
り
を
再
び
目
指
す
。

平
成

年
度

月
か
ら
、
本
学
園

の

同
窓
会
（
羊
帝
会
・
な
で
し
こ

の
会
・
大
阪
国
際
大
学
同
窓
会
）
で

は
、
会
員
へ
の
福
利
厚
生
事
業
と
母

校
へ
の
支
援
事
業
を
よ
り
強
化
し
て

い
く
た
め
に
、
組
織
を
越
え
て
協
力

で
き
る
事
業
体
の
結
成
に
向
け
た
活

動
を
始
め
て
い
る
。

そ
も
そ
も
の
契
機
は
、

年
度
の

大
学
改
革
（
女
子
大
の
男
女
共
学
化

及
び
統
合
、
短
大
の
名
称
変
更
）
の

際
、
同
窓
会
組
織
の
将
来
的
な
統
合

と
い
う
方
向
性
に
つ
い
て
各
同
窓
会

で
検
討
し
て
い
た
。
昨
年
度
は
、
よ

り
具
体
的
な
検
討
を
行
う
た
め
に
、

各
同
窓
会
の
会
長
以
下
役
員
が
集
い
、

大学 枚方 法政経学部主催による特別講義スタート
短大 朝倉 洋教授（幼教）の「ルミエール音楽サロンスペシャ

ルコンサート」の案内が広報かどまに掲載
大学 枚方 エフエムひらかた番組改編で「深夜のキャンパスライフ

OIU.ac.jp」が毎週金曜日 スタートに
大学 「Between 」特集 満足度を高める学生支援 で

エンカレッジセンターがとりあげられる
大学 守口 国際交流講演会
大学 短大 守口 セミナースタート（ ・ ）
大学 枚方 国際関係研究所教養講座で芥川賞作家、高城修三氏講演
大学 守口 「マスコミ論」受講生 名が読売新聞本社見学
大和田中高 岡田 哲教諭、第 回平成淀川花火大会フォトコンテス

トで平成淀川花火大会会長賞受賞で表彰
大学 守口 湯川静信教授（スポ行）の講演会案内が京都新聞に掲載
大学 守口 橋本義郎教授（人健）参加の自立生活支援センター「き

らリンク」の 周年記念シンポが京都新聞に掲載
大和田中高 岡田 哲教諭、第 回みんなで写す腕自慢フォトコンテ

ストで佳作受賞
滝井高 保護者対象入試説明会 名（生徒含む）参加
大学 守口 第 回全学English Speech Contestと第 回全学日本語ス

ピーチコンテスト
大学 枚方 関西文化学術研究都市 大学連携「市民公開講座」で松

田孝一教授（経情）講演
大学 守口 図書館講演会「こどもたちのための詩とうたのコンサー

ト」 詩のリズム・うたの心
大学 守口 国体成年女子走高跳で 位入賞の陸上競技部 児玉里穂

さん（スポ行 ）の結果とひとことが京都新聞掲載
大和田幼 幼稚園交流で大阪市立桜ノ宮幼稚園へ
大和田中高 第 回デジタル絵日記コンテスト（教員の部）で福田記

子常勤講師が優勝、西田由佳教諭が第 位に入賞し表彰
短大 第 回大阪市図書館フェスティバルで中川保子助教授（幼

教）出演の公演『詩のリズム・歌の心』
大学 樋口節夫名誉教授が、秋の叙勲で旭日単光章
大和田中高 人権教育映画鑑賞
大学 守口 留学生、FMもりぐち『直ちゃんのもりかど探偵団』出演
女子大 家政学部昭和 年卒の小谷真由美さん（株式会社ユーシ

ン精機社長）が京都新聞で議論
大和田高 カナダの姉妹校セント・ミルドレッズ・ライトボーン・

スクール生の留学生来校歓迎式典
大学 枚方 卒業生講演会にボルグワーナー・モールスティック・

ジャパン株式会社 三島邦彦氏（ 年経情卒）
学園 エンカレッジセンター東田晋三嘱託助教授講演会
大学 枚方 松田孝一教授（経情）が理事の日本モンゴル学会が本学

で秋季大会
滝井高 月刊バレーボール掲載
大学 枚方 第 回ストレスマネジメントワークショップ
学園 平成 年度永年勤続表彰式、 名の教職員に表彰
大学 枚方 井戸田 侃教授（法政経）が読売新聞「大阪府河内長野

市の家族殺傷事件」記事でコメント
短大 中川保子教授（幼教）公演
滝井高 人権教育映画鑑賞 「ちぎれ雲」を鑑賞
大学 枚方 プロクター・アンド・ギャンブル・ファー・イースト・

インクインフォーメーションの大橋祐一さん（経情 年
卒）が会社のプロジェクトで記者会見

大学 守口 全学講演会、講師に龍谷大学教授 中村尚司氏（ ）
大学 守口 阪神奈大学ネット「公開講座フェスタ」で佐島 隆教授（国

コミ）講演
大学 守口 全日本大学選手権で 位のソフトボール部が守口市教育

委員会から表彰

大学 枚方 学友会主催イルミネーションライトアップセレモニー
大和田中 年生、北河内音楽祭に参加
大学 枚方 シンポ「イラク支援とジャパンプラットフォーム、そして

学生」、本学を会場に開催、世話人 池村真知子さん（経
情 ）

大学 守口 生涯健康サポートセンター、「あなたがつくる健康年齢」
大学 守口 高橋尚美非常勤講師（国コミ）の「国際社会と日本文化 」

で着物の着付け実習授業
大学 守口 レー・ディ・ザー・ラムさん（国コミ ）が産経新聞「留

学生年末年始事情」で紹介
大学 教職員研修会
大学 枚方 国際交流センター 谷口勝浩係員の執筆記事 日本国際

教育協会編集「月刊 留学交流」 月号掲載
大学 守口 福田真規夫教授（人健）が実行委員長のゲーム学会年次

大会
女子大 藤木高嶺名誉教授の公開講座「楽しく学ぶ民族学」の案

内が朝日新聞に掲載
大学 枚方 NHK総合テレビ『文明の道』世界初の元朝宮廷CG化で、

松田孝一教授（経情）が番組製作に協力
大学 守口 生涯健康サポートセンター「エアロビクスダンス教室」
短大 幼児教育科、第 回音楽コース演奏会開催
大学 守口 生涯健康サポートセンター「アイススケート教室」
大学 枚方 宇山 博教授（法政経）のインタビュー、『LOS ANGELES

TIMES』掲載
年（平成 年）
大学 枚方 松下啓一教授（法政経）がパネリストのシンポ「NPOと

行政の協働のあり方について」の案内が『ふれあいNPO
第 号』と広報ひらかたに掲載

大学 エンカレッジ決起集会
大学 枚方 法政経学部退職記念講演会
大学 枚方 廣澤大介さん（法政経 ）が大阪LD（学習障害）親の会

「おたふく会」公開シンポでヴァイオリンコンサート
大和田幼 大学グラウンドで朝のマラソン実施（ ・ ）
大学 枚方 松下啓一教授（法政経）のゼミ学生約 名と枚方市NPO

法人・心学塾作業所メンバーとの交流会
大学 守口 「Teacher s Seminar」 小学校英語活動の現状と課題
大学 守口 レジャースポーツ （スキー・スノボ）に人健 名
大和田幼 大学グラウンドで凧上げ（ ）
女子大 インターシップ報告会実施
大和田高 年生対象に京都で友禅染体験など体験学習実施
大学 守口 中村一彌教授（国コミ）退職記念講演会
学園 入学準備・エンカレッジセミナー開催（ ）
大学 守口 読売新聞に留学生別科 徐 春玉さんの投稿が掲載
女子大 宮本二美生教授（社コミ）のゼミ学生共同研究が読売新

聞に掲載 “京都・大阪・神戸 実像と虚像”
大学 守口 朝日新聞に留学生別科 宋 豊艶さんの投稿が掲載
大学 守口 スポーツ行動学科 回生対象スキー実習
短大 幼児教育科、第 回音楽コース卒業演奏会
大学 守口 レジャースポーツ （応用）に人間健康科学科 名
大和田高 関西有名私立大学（甲南大学、関西大学）高校別合格者

ベスト にランキング（産経新聞生活情報センター）
学園 エンカレッジ講座冬季合宿（ ）
大学 短大 『学生募集』教職員研修（ ）
女子大 短大 「情報改善 」に関する情報交換会
大学 守口 学友会スキー・スノーボード講習会に 名（ ）
女子大 短大 高等教育講演会
大和田中高 教員人権研修
大和田中 送る会
滝井高 春高バレー出場のバレー部が守口市役所表敬訪問

ヘッドラインニュースヘッドラインニュース

大阪国際女子大学「なでしこの会」

周年記念同窓会

日 時 平成 年 月 日（日）
時 分 時 分

場 所 ホテル阪急インターナショナル「紫苑」

月中旬に案内状を発送する予定にしておりま
す。みなさんお誘い合わせの上、多数ご出席下さ
いますようご案内申し上げます。

各
会
の
情
報
交
換
と
協
力
体
制
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
き
て
い
た
。

こ
の
結
果
、

年
度

月
か
ら
は
、

各
同
窓
会
で
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
に
加
え
て
、

同
窓
会
を

「
大
阪
国
際
学
園
同
窓
会
（
仮
称
・

現
段
階
で
は
準
備
会
）」
と
し
て
、

統
合
事
業
の
推
進
に
向
け
て
活
動
を

開
始
し
て
い
る
。

当
面
は
、
統
合
事
業
を
推
進
し
て

い
く
た
め
の
組
織
や
人
員
な
ど
の
調

整
が
課
題
と
な
る
が
、
今
年
度
上
半

期
ま
で
に
は
、
可
能
な
事
業
か
ら
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

具
体
的
な
統
合
事
業
は
、
次
の
よ

お
詫
び
と
訂
正

第

号
販
売
士
検
定

級
（

年

月

日
実
施
）
合
格
者
名
に
記
載

の
「
松
田
早
織
」
さ
ん
は
正
し
く
は

「
松
岡
早
織
」
さ
ん
で
す
。
お
詫
び

し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

う
な
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
組
織
的
・
資
金
的
な
面
か
ら

も
協
力
し
て
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効

果
を
高
め
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

検
討
中
の
統
合
事
業
（
案
）

来
る

年（
平
成

年
度
）

の
学
園
創
立

周
年
記
念
に
向
け
た

事
業
の
企
画
・
立
案

広
報
活
動
の
一
元
化
に
よ
る
会
員

相
互
の
交
流
の
促
進
と
母
校
へ
の
支

援
・
支
持
体
制
の
強
化

守
口
・
枚
方
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教

育
環
境
・
設
備
等
の
改
善
・
支
援

経
済
的
な
事
由
に
よ
る
就
学
困
難

な
学
生
（
同
窓
会
準
会
員
）
の
救
済

措
置
と
し
て
の
奨
学
金
貸
与

「
現
在
は
、

同
窓
会
の
役
員
を
中

心
に
こ
れ
ら
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

同
窓
会
会
員
の
方
々
に
も
参
加
・
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動
し
て
い

け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

ま
す
。
ま
た
、
相
互
協
力
の
中
で
、

各
同
窓
会
の
個
別
活
動
も
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
こ
こ
ろ

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。」

国
際
大
政
経
学
部

期
生
同
窓
会

幹
事
・
藤
原

哲

（
大
学
・
短
大
入
試
・
広
報
部
勤
務
）

シ
ン
ク
ロ
・
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン

長
谷
川
早
希
さ
ん
優
勝

ま
た
、
日
本
選
手
権
チ
ー
ム

位
・
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

位
（

、
横
浜
）、
日
本
シ
ン
ク

ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

チ
ー
ム
優
勝
（

、
東
京
）

な
ど
活
躍
を
続
け
、
大
阪
府
教
育
委

員
会
か
ら
贈
ら
れ
る
大
阪
ス
ポ
ー
ツ

大
賞
優
秀
選
手
賞
（

月
）、
大
阪

水
泳
協
会
最
優
秀
選
手
賞
（

月
）

な
ど
も
受
賞
し
た
。

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
指
定

選
手
に
今
年
も
選
出
さ
れ
た
。
認
定

は

年
連
続
。

月
に
は
出
場
選
手

を
絞
り
込
む
た
め
の
全
国
選
抜
中
央

合
宿
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
参
加
。
惜

し
く
も
五
輪
代
表
に
は
選
ば
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
小
学

年
生
に
シ

ン
ク
ロ
を
始
め
て
以
来
、
着
実
に
世

界
レ
ベ
ル
の
実
力
を
伸
ば
し
続
け
た

長
谷
川
さ
ん
。
大
学
最
後
の
年
と
な

る
今
年

月
、
日
本
選
手
権
に
出
場

優勝したスイスオープン・フリールーティン。左から 番目が
長谷川さん。「 」のテーマに乗り華麗な演技を披露した

国
際
大
・
女
子
大
・
短
大

軟
式
野
球
部

・

第

回
西
日
本
大
学
選
手
権
大

会

回
戦
敗
退

陸
上
競
技
部

・

友
好
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
上

海

大
阪
市
代
表
チ
ー
ム

位
、

優
勝

加
茂
有
希
子
（
ス

ポ
行

）

・

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会

出
場

岡
副
真
美
（
人
健

）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〔
女
子
〕

・

ミ
キ
プ
ル
ー
ン
ス
ー
パ
ー
カ
レ

ッ
ジ
バ
レ
ー

第

回
秩
父
宮
賜
杯
・
第

回
秩
父
宮
妃
賜
杯
全
日
本
大
学
男
女
選

手
権
大
会

ベ
ス
ト

・

全
日
本
学
生
選
抜
男
女
東
西
対

抗
戦
選
抜
選
手

槌
谷

優（
ス
ポ
行

）

水
泳
部
〔
女
子
〕

・

大
韓
民
国
第

回
全
国
体
育
大

会

在
日
韓
国
人
代
表
選
手
（
水
泳
）

高

礼
美
（
ス
ポ
行

）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
女
子
〕

・

第

回
国
体
（
静
岡
）
兵
庫
県

代
表
成
年
女
子
選
抜
選
手

宮

幸
代

（
幼
教

）

香
（
幼
教

）

・

第

回
関
西
学
生
リ
ー
グ
戦

位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・

関
西
女
子
学
生
秋
季
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

準
優
勝

少
林
寺
拳
法
部

・

第

回
全
日
本
学
生
大
会

女

子

段
以
上
の
部
（
組
演
武
）
優
秀
賞
（

位
）

富
岡
真
子
（
人
健

）

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

第

回
近
畿
私
立
高
校
優
勝
大

会

準
優
勝

・

第

回
全
国
私
立
高
校
選
手
権

大
会

ベ
ス
ト

・

第

回
全
国
高
校
選
抜
優
勝
大

会
（
春
の
高
校
バ
レ
ー
）
大
阪
予
選

優

勝
・

第

回
全
国
高
校
選
抜
優
勝
大

会
（
春
の
高
校
バ
レ
ー
）
一
回
戦
敗
退

吹
奏
楽
部

・

第

回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
関

西
大
会

優
秀
賞

・

近
畿
高
校
芸
術
文
化
祭

奨
励

賞
・

精
華
町

せ
い
か
祭
り

せ
い

か
パ
レ
ー
ド

グ
ッ
ド
サ
ウ
ン
ド
賞

・

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト

管
打
八
重
奏

銀
賞
、
木
管
八
重

奏

銀
賞

大
和
田
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

第

回
近
畿
私
立
高
校
選
手
権

大
会

位
リ
ー
グ
敗
退

・

第

回
全
国
高
校
選
抜
優
勝
大

会
（
春
の
高
校
バ
レ
ー
）
大
阪
予
選

回
戦
敗
退

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

大
阪
高
校
総
合
体
育
大
会

位
・

大
阪
高
校
秋
季
大
会

位

・

第

回
大
阪
府
私
学
新
人
選
手

権
大
会

優
勝

剣
道
部

・

第

回
大
阪
府
下
大
会

出
場

・

玉
竜
旗
高
校
大
会

回
戦

・

第

回
大
阪
総
合

体
育
大
会

団
体

ベ
ス
ト

吹
奏
楽
部

・

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト

金
管
八
重
奏

銀
賞
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
六
重
奏

銅
賞

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

大
阪
イ
ン
ド
ア
大
会

出
場

山
元
瑞
萌
、
森
本

綾
（
以
上

）

・

第

回
大
阪
府
立
高
校
総
合
体

育
大
会

個
人
戦

回
戦
敗
退

・

守
口
市
民
大
会

団
体
戦

準

優
勝

・

守
口
市
民
大
会

個
人
戦

位

山
元
瑞
萌

森
本

綾
（
以
上

）

・

第

回
総
合
体
育
大
会
（
兼
・

大
阪
高
校
選
手
権
大
会
）

団
体
戦

ベ

ス
ト

位

・

枚
方
信
用
金
庫
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

杯

位

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

第

回
大
阪
中
学
校
秋
季
総
合

体
育
大
会

優
勝

・

北
河
内
新
人
大
会

優
勝

・

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

第

回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
校

大
会
選
抜
選
手

準
優
勝

北
村
み
ど
り
、

野
畠
美
穂
、

田
み
な
み
（
以
上

）

・

第

回
大
阪
中
学
校
新
人
大
会

ベ
ス
ト

課
外
活
動

滝
井
高
校

・

第

回
全
国
書
き
ぞ
め
作
品
展

覧
会

団
体
賞

大
阪
市
会
議
長
賞

個

人
賞

大
阪
府
教
育
委
員
会
賞

田
中
綾

子

守
口
市
市
長
賞

松
田
千
絵

全
日

本
芸
術
振
興
学
会
賞

石
畑
香
奈
（
以
上

）
他
研
究
会
賞

名
、
特
選
賞

名
、

入
選
賞

名

大
和
田
高
校

・

第

回
全
国
書
ぞ
め
作
品
展
覧

会

団
体
賞

大
阪
府
知
事
賞
、
個
人
賞

文
部
科
学
大
臣
賞

岡
田
亜
弓
（

）、

大
阪
府
議
会
議
長
賞

渡
辺
葉
子
（

）、

守
口
市
議
会
議
長
賞

籠
嶋
千
幸
（

）、

大
阪
府

協
議
会
賞

平
井
秋
子

（

）

藤
井
貴
子

竹
記
世
恵
（
以

上

）、
全
日
本
芸
術
振
興
学
会
賞

宇

野
葉
子

村
上

結
（
以
上

）、
日
本

書
道
芸
術
連
盟
協
議
会
賞

片
岡
華
南
子

土
方
千
恵
（
以
上

）、
日
本
書
道
教

育
連
盟
賞

勝
田
晶
子
（

）

山

春

香

山
下
和
美
（
以
上

）、
全
日
本
青

少
年
書
道
振
興
協
会
賞

冨
田
有
香

前

田

薫

宮
前
可
南
子
（
以
上

）、
大

阪
市

協
議
会
賞

貫
名
由
紀
子

（

）

山
地
由
紀
（

）

大
和
田
中
学

・

第

回
全
国
書
ぞ
め
作
品
展
覧

会

団
体
賞

大
阪
府
教
育
委
員
会
賞
、

個
人
賞

守
口
市
長
賞

萩
原
瑞
希（

）、

守
口
市
議
会
議
長
賞

中
道
真
智
子（

）、

文
化
芸
術
賞

大
井
戸
菜
月
（

）、
大

阪
府

協
議
会
賞

南
野
恵
子（

）、

全
日
本
芸
術
振
興
学
会
賞

杉
山
大
記

（

）、
日
本
書
道
教
育
連
盟
賞

今
津

知
美
（

）、
全
日
本
青
少
年
書
道
振
興

協
会
賞

守
屋
厚
志
（

）、
大
阪
市

協
議
会
賞

島
田

舟
（

）

（
敬
称
略
）

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

Hawaii Lacrosse Invitational Tournament 遠征の女子
ラクロス部 人

羊羊羊羊羊羊羊
帝帝帝帝帝帝帝
会会会会会会会
、、、、、、、
ななななななな
ででででででで
ししししししし
こここここここ
ののののののの
会会会会会会会
、、、、、、、
国国国国国国国
際際際際際際際
大大大大大大大
同同同同同同同
窓窓窓窓窓窓窓
会会会会会会会

羊
帝
会
、
な
で
し
こ
の
会
、
国
際
大
同
窓
会

組組組組組組組
織織織織織織織
こここここここ
えええええええ
統統統統統統統
合合合合合合合
へへへへへへへ
進進進進進進進
むむむむむむむ

組
織
こ
え
統
合
へ
進
む

ラ
ク
ロ
ス
部
〔
女
子
〕

・

関
西
ユ
ー
ス
選
抜
強
化

遠
征
選
抜
選
手

飛
澤
園
子
、
十
万
博
美
、

西
村
由
衣
、
北
村
真
千
子
（
以
上
ス
ポ
行

）、
富
永
小
百
合
（
人
健

）、
裏
野
美
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大
和
田
中
・
高
校

高
等
学
校
は
、
前
年
度
大
き
く
募

集
人
数
を
下
回
っ
た
反
省
か
ら
、
い

か
に
し
て
優
秀
な
受
験
生
を
多
く
獲

得
す
る
か
、
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

た
。
今
年
度
は
、

歳
人
口
の
減
少

は
、
一
時
的
に
止
ま
っ
た
と
は
い
え
、

依
然
と
し
て
公
立
高
校
志
向
が
強
い

状
況
に
変
化
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
男
子
生
徒
の
獲
得
が
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
、
前
年
ま

で
の

コ
ー
ス
制
を
、
英
数
コ
ー
ス
、

国
際
コ
ー
ス
、
教
養
コ
ー
ス
の

コ
ー
ス
制
と
し
、
男
子
募
集
を
、
国

際
コ
ー
ス
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
し

た
。ま

た
、
国
際
コ
ー
ス
の
内
容
を
一

部
変
更
し
、
難
関
私
立
大
学
文
科
系

へ
の
進
学
を
強
化
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
を
行
っ
た
。
進
学
実
績
も
、

関
関
同
立
合
格

名
に
復
活
し

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
全
面
に
押

し
出
し
広
報
活
動
を
展
開
し
た
。
学

滝
井
高
校

過
去

年
連
続
し
て
募
集
人
員
を

大
幅
に
下
回
る
入
学
者
し
か
確
保
出

習
塾
に
対
し
て
は
、
徹
底
し
た
デ
ー

タ
に
よ
る
説
明
も
加
え
実
績
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

ま
た
、
上
位
の
受
験
生
を
確
保
す

る
た
め
に
、
従
来
の
入
試

番

以
内
受
験
生
公
立
並
授
業
料
特
典
に

加
え
、
新
た
に
入
試

番
以
内
受
験

生
授
業
料
全
額
免
除
特
典
を
導
入
し

た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
受
験
生
は
前

年
よ
り
、
専
願

名
、
併
願

名
の

増
加
と
な
り
、
実
入
学
者
数
も

名
（
前
年
度

名
）
に
増
加

し
た
。
し
か
し
次
年
度
は
、
ま
た
厳

し
い
状
況
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
更

な
る
改
革
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

中
学
校
も
、
男
子
生
徒
の
獲
得
を

目
指
す
た
め
に
、
国
際
コ
ー
ス
の
共

学
化
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
他
校

も
生
き
残
り
を
か
け
た
改
革
を
行
っ

て
い
る
学
校
が
多
く
、
受
験
生
数
・

入
学
者
数
共
に
前
年
度
を
下
回
る
こ

と
と
な
っ
た
。
次
年
度
は
、
よ
り
内

容
の
充
実
と
広
報
活
動
の
拡
大
に
努

来
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
経
営
的
に
も

教
学
的
に
も
学
校
存
続
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
危
機
の
下
、

募
集
戦
術
の
あ
ら
ゆ
る
見
直
し
を
行

DATA 平成 年度 入試結果DATA 平成 年度 入試結果
大
阪
国
際
大
学

大

学

院

志 願 者 数 受 験 者 数 合 格 者 数

経営情報学研究科
博士課程
修士課程

総合社会科学研究科 修士課程

大
阪
国
際
大
学

大

学

院

選考種別 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

修
士
課
程

一次
経営情報学研究科 月 日（月） 日（水） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（火） 日（月）

総合社会科学研究科 月 日（月） 日（水） 月 日（日） 月 日（金） 月 日（火） 日（月）

二次
経営情報学研究科

月 日（月） 月 日（金）
月 日（火）

月 日（金） 月 日（月） 日（金）
総合社会科学研究科 月 日（土）

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ 月 日（月） 月 日（金） 月 日（火） 月 日（金） 月 日（月） 日（金）

平成 年度 入試日程 学生募集要項平成 年度 入試日程 学生募集要項

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

推

薦

内 部 推 薦，

推 薦 期

推 薦 期

自 己 推 薦

推 薦 期

帰 国 生 徒

社 会 人

一般 一 般

月 日（月） 日（月） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（水） 日（火）

月 日（木） 日（金）
月 日（土）・ 日（日）

月 日（土）
月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（水） 日（木） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（土）・ 日（日） 月 日（日） 月 日（月） 日（木）

一般入試は翌週月曜日に限り守口へ持込出願可

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

大
阪
国
際

滝
井
高
等
学
校

専 願 併 願
受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

普
通
科

次 （ ） （ ） （ ） （ ）
次 （ ） （ ） （ ） （ ）
次 （ ） （ ） ─── ───

国
際
科

次 （ ） （ ） （ ） （ ）
次 （ ） （ ） （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

大
阪
国
際

滝
井
高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
高
等
学
校

普 通 科
専 願 併 願

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数
英 数 （ ） （ ） （ ） （ ）
国 際 （ ） （ ） （ ） （ ）
教 養 （ ） （ ） （ ） （ ）

次 （ ） （ ） （ ） （ ）
合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

回し合格者含む

大
阪
国
際

大
和
田
高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

受験者数 合格者数
次 （ ） （ ）
次 （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ）

（ ）は前年度

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

大
阪
国
際
大
学

学部・学科
推薦入学選考 一般入学選考

志願者数 受験者数 合格者数 志願者数 受験者数 合格者数
経営情報学部
法政経学部
心理コミュニケーション学科
国際コミュニケーション学科
人間健康科学科
スポーツ行動学科
人間科学部 計

学部総計

志願者、受験者には、第 志望の合格者数を含む

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

学科・コース
推薦入学選考 一般入学選考

志願者数 受験者数 合格者数 志願者数 受験者数 合格者数
栄養士
生活文化
家政科 計
保育
音楽
体育
幼児教育科 計
観光・国際
流通・経営
情報・メディア
国際文化学科 計

合 計

志望者、受験者には第 、第 志望の合格者数を含む

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

大
阪
国
際
大
学
編
入

学部・学科 志願者数 受験者数 合格者数
経営情報学部
法政経学部
心理コミュニケーション学科
国際コミュニケーション学科
人間健康科学科
スポーツ行動学科
人間科学部 計

学部総計

大
阪
国
際
大
学
編
入

導
入
や

日
間
設
け
た
入
試
で
は
同

一
学
科
・
コ
ー
ス
の
重
複
受
験
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
て
、

昨
年
度
並
の
志
願
者
が
確
保
で
き
た

と
い
い
た
い
が
、
入
学
定
員
を
短
大

か
ら
大
学
へ

名
（
経
営
情
報
学
部

名
、
人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

名
増
）
振
り
替

え
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
大
学
の
志

願
者
の
減
少
は
後
半
戦
の
一
般
入
試

に
不
安
な
影
を
落
と
し
た
。

一
般
選
考
も
昨
年
度
並
の
志
願
者

を
期
待
し
て
い
た
が
、
大
学
で
前
年

比

％
、
短
大
で

％
と
大

学
で
は
推
薦
で
の
傾
向
が
そ
の
ま
ま

で
た
。
こ
こ
数
年
「
心
理
」
は
他
大

学
に
お
い
て
も
志
願
者
を
集
め
る
分

大
学
・
短
大

歳
人
口
が
平
成

年
度

万
人
か
ら
再
び
減
少
を
は
じ
め
、
平

成

年
度
に
は

万
人
ま
で
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
減
少
す
る
状
況
下

で
、

年
度
入
試
は
、
昨
年
度
よ
り

万
人
減
少
し

万
人
と
な
る

年
に
あ
た
る
。
過
去

年
間
で
の
志

願
者
数
は
前
年
を
上
回
っ
て
増
加
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
学
は
決
し
て

優
位
な
立
場
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

な
い
と
自
覚
し
て
戦
線
に
突
入
し
た
。

学
生
募
集
の
前
半
戦
に
あ
た
る
推

薦
入
試
の
結
果
、
志
願
者
は
大
学
で

前
年
比

％
、
短
大
で

％
で
あ
っ
た
。
自
己
推
薦
入
試
の

野
で
あ
っ
た
が
、
新
設
さ
れ
た
学

部
・
学
科
に
こ
の
分
野
が
多
く
、
心

理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
志

願
層
が
他
大
学
へ
分
散
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
経
営
情
報
学
部
も
大
学
志

願
人
口
減
少
の
波
に
呑
ま
れ
た
と
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
。
短
大
志
願
層
は
、

推
薦
出
願
傾
向
が
強
く
一
般
選
考
で

の
減
少
は
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
志

願
者
を
集
め
る
幼
児
教
育
科
が
推
薦

で
は
前
年
を
上
回
っ
た
が
、
一
般
で

下
回
っ
た
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。年

度
学
生
募
集
は
、
さ
ら
に
厳

し
い
も
の
に
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
全
教
職
員
の
理
解
と
協
力
を
得

て
、
こ
の
逆
風
を
撥
ね
退
け
て
学
生

募
集
に
努
め
た
い
。

（
入
試
・
広
報
部
課
長

塚
本
和
宏
）

推
薦
で
短
大
は
前
年
度
増

オープンキャンパス、
オープンスクール予定

大学（枚方キャンパス）
月 日 、 月 日 、
月 日

大学・短大（守口キャンパス）
月 日 、 月 日 、
月 日 、 月 日

滝井高校
月 日 、 月 日 、
月 日

大和田高校
月 日

大和田中学
月 日

な
っ
た
。

全
教
職
員
・
そ
の
家
族
知
人
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
よ
る
学
校
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
見
直
し
。「
あ
な

た
の
な
り
た
い
を
応
援
し
ま
す
。」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
葉
書
付
き
広
報
ち
ら

し
、
生
徒
も
制
作
に
関
わ
っ
た
学
校

生
活
案
内
誌
『
滝
井
誌

・

』
の

配
布
を
昨
年
以
上
の
頻
繁
な
中
学
校

訪
問
と
共
に
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、

国
際
科
は
完
成
年
度
で
も
あ
り
、
長

期
留
学
等
の
魅
力
が
受
験
生
に
浸
透

し
、
さ
ら
に
国
際
的
な
テ
ロ
や

に
よ
る
危
険
度
も
減
少
し
た
た

め
、
人
気
が
上
昇
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
で
の
大
学

と
の
垂
直
連
携
に
よ
る
「
系
別
選
択

制
」
も
や
っ
と
受
験
生
に
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
本
校

志
望
の
魅
力
の
一
つ
に
な
っ
て
き
た

感
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
を
も

と
に
今
ま
で
の
努
力
が
少
し
で
も
開

花
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を

持
ち
、
よ
り
一
層
の
募
集
活
動
に
励

ん
だ
。
結
果
的
に
は
、
実
入
学
者
数

が
前
年
度
よ
り

名
増
と
い
う

大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

幸
い
に
し
て
、
募
集
活
動
に
対
す

る
学
園
か
ら
の
資
金
投
入
も
従
来
よ

り
増
え
、
新
た
に

教
科
評
定
合
計

以
上
の
受
験
生
に
対
す
る
特
待
生

制
度
を
導
入
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
受

験
生
の
確
保
、
及
び
そ
の
波
及
効
果

に
よ
る
受
験
生
の
増
加
も
見
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。（
教
頭

伊
藤
雅
之
）

募
集
活
動
の
充
実
が
奏
効

教
職
員
一
丸
と
な
り
本
校
の
良
さ
を
徹
底
ア
ピ
ー
ル

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
同
志
社
女
子

大
学
主
催
の
高
校
生
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
「

百
人
一
首
」
で
、

滝
井
高
校
か
ら

年

組
の
尾
崎
杏

澄
さ
ん
、
河

彰
子
さ
ん
、
中
河
祐

美
香
さ
ん
の

人
の
英
語
短
歌
が
入

選
作
品
に
選
ば
れ
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
日
本
語
・
英

語
ど
ち
ら
で
も
参
加
可
能
で
、
滝
井

高
校
で
は
オ
ー
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
で
英
語
短
歌
に

取
り
組
み
応
募
。
国
内
外
高
校
か
ら

の
応
募
総
数
は
、

首
。

う
ち
英
語
は

首
で
、
そ
の
中

か
ら

首
に
選
ば
れ
た
。

人
に

は
、
賞
状
と
副
賞
（
図
書
券

万
円

分
）
が
贈
ら
れ
た
。
昨
年
も

人
が

入
選
し
て
い
る
。
入
選
作
品
は
以
下

の
通
り
。（
敬
称
略
）

尾
崎
杏
澄

河

彰
子

中
河
祐
美
香

滝
井
高

人
の

英
語
短
歌
入
選

高
校
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

平
成

年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

平
成

年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

大
学
・
心
理
コ
ミ
他
大
学
に
分
散
か

コ
ー
ス
制
の
充
実
で

実
入
学
者
は
ア
ッ
プ

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
教
頭

河
井
康
宏

募
集
・
進
路
担
当
）

選考種別（略称） 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

推

薦

推 薦 期

内 部 推 薦，

推 薦 期

自 己 推 薦

帰 国 生 徒

社 会 人

一

般

方 式

センター試験利用 期

方 式

センター試験利用 期

方 式

センター試験利用 期

留
学
生

編

入

学

留 学 生 第 次（国 内）

留 学 生 第 次（国 外）

留 学 生 （内 部）

留 学 生 第 次

内 部 編 入 期

指 定 校 編 入 期

一 般 編 入 期

社 会 人 編 入 期

内 部 編 入 期

内 部 編 入 期

指 定 校 編 入 期

一 般 編 入 期

社 会 人 編 入 期
留
学
生
編
入

留 学 生 編 入 第 次

留 学 生 編 入 第 次

月 日（月） 日（月）

月 日（木） 日（金）

月 日（木） 日（金）

月 日（木） 日（金）

月 日（火） 日（火）

月 日（月） 日（火）

月 日（月） 月 日（金）

月 日（金） 日（月）

月 日（水） 日（水）

月 日（月） 日（月）

月 日（木） 日（金）

月 日（木） 日（金）

月 日（木） 日（金）

月 日（木） 日（金）

月 日（水） 日（水）

月 日（火）

月 日（土）・ 日（日）

月 日（土）

月 日（日）

月 日（土）・ 日（日）

独自試験なし

月 日（土）

独自試験なし

月 日（日）・ 日（月）

独自試験なし

月 日（火）

月 日（土）

月 日（土）

月 日（火）

月 日（日）

月 日（日）

月 日（土）

月 日（土）

月 日（土）

月 日（火）

月 日（土）

月 日（日）

月 日（土）

月 日（土）

月 日（火）

月 日（日）

月 日（土）

月 日（火）

月 日（土）

月 日（日）

月 日（土）

月 日（土）

月 日（土）

月 日（水） 日（火）

月 日（月） 日（金）

月 日（月） 日（木）

月 日（月） 日（金）

月 日（火） 日（金）

月 日（水） 日（火）

月 日（月） 日（木）

月 日（月） 日（金）

月 日（水） 日（火）

月 日（月） 日（金）

月 日（月） 日（木）

月 日（月） 日（金）

月 日（月） 日（金）

月 日（月） 日（金）

一般入試は期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口へ持込出願可
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少
し
古
い
記
事
に
な
り
ま
す
が
、

昨
年
の

月

日
の
日
本
経
済
新
聞

は
、
平
成

年
春
の
大
卒
定
期
採
用

は
昨
年
実
績
比

％
減
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
及
び
中
途
採
用
強
化

の
傾
向
を
伝
え
て
い
ま
す
。

最
近
の
景
気
動
向
に
関
す
る
各
種

調
査
は
、
上
向
き
の
観
測
が
増
え
て

い
る
と
は
い
え
、

年
大
阪
府
の
失

業
率
は

％
台
と
全
国
の
中
で
も
極

め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
日
本
の
各
企
業

の
考
え
方
は
明
ら
か
に
変
化
し
て
お

り
、
経
営
の
方
法
や
雇
用
の
形
態
も

劇
的
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
満
足

す
る
仕
事
に
就
く
た
め
に
は
、
自
分

自
身
の
リ
ア
ル
な
職
業
観
を
確
立
す

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
自
分
は
ど
ん

な
能
力
が
あ
っ
て
、
何
が
や
り
た
い

の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
と
き

に
自
分
は
社
会
で
の
存
在
意
義
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
深
く
内
省
し
、

行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
内
省
や
行
動
は
、
単

な
る
就
職
内
定
を
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
く
、
長
い
職
業
生
活
を
も
視

野
に
入
れ
る
考
え
方
で
す
。

本
年
度
の
本
学
学
生
の
就
職
活
動

昨
年

月

日
の
日
経
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た

大
学
、
短
大
の
求
人
は

前
年
に
比
べ
各
々

％
、

％

と
い
う
記
事
か
ら
す
る

と
就
職
環
境
は
少
し
は
良
く
な
る
は

ず
だ
っ
た
が
、
文
部
科
学
省
と
厚
生

労
働
省
の
発
表
し
た

年

月

日

の
内
定
率
（
前
年
比
）
は
大
学

％
（

％
）
短
大

％

（

％
）
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
求
人
数
は
増
え
た
が
、

逆
に
内
定
率
は
落
ち
た
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
の
だ
。
企
業
側
は
採
用
予

定
数
と
い
う
量
に
は
拘
ら
ず
、
学
生

の
質
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
が
明
確

に
な
り
、
厳
選
採
用
が
一
段
と
進
ん

だ
年
で
あ
っ
た
。

年

月

日
の

内
定
率
（
前
年
比
）
も
大
学

％

（

％
）
短
大

％
（

％
）
と
改
善
せ
ず
前
年
比
を

わ
ず
か
だ
が
落
ち
込
ん
で
い
る
。

一
方
、
本
学
の
就
職
状
況
は
就
職

希
望
率
、
就
職
決
定
率
と
も
昨
年
の

数
字
は
上
回
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は

年

月
か
ら

ヵ
月
間
の

面
談
総
数
約

件
の

％
に
当
た
る
約

件
を
履

歴
書
の
添
削
や
面
接
指
導
、
求
人
の

斡
旋
、
紹
介
に
費
や
し
て
き
た
効
果

が
表
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

全
体
指
導
が
あ
ま
り
機
能
せ
ず
テ

ク
ニ
カ
ル
な
内
容
の
個
別
指
導
に
頼

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
問
題
と

し
て
残
る
が
、
個
別
指
導
に
よ
り
成

果
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

因
み
に

年

月

日
の
日
経
新

聞
に
も

大
卒
採
用
来
春

％
増

と
い
う
記
事
が
載
っ
た
が
、
果
た
し

て

年
度
こ
そ
就
職
環
境
は
良
く
な

る
の
だ
ろ
う
か
。

大
学
・
短
大
（
守
口
）

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長定

國
通
雄

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

前期終講
補講（ ）
前期試験（ ）
集中講義（ 、 ）
追・再試験（ ）
後期開講
大学祭（ ）

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

前期終講
補講（ ）
前期試験（ ）
集中講義（ 、 ）
追・再試験（ ）
後期開講
大学祭（ ）

大阪国際滝井高等学校
体育大会
中間考査（ ）
保護者会（ ）
コーラス大会
修学旅行（豪）（ ）（加）（ ）
修学旅行（北海道）（ ）
授業終了式
授業再開
期末考査（ ）
終業式
特別保護者会（ ）
始業式
文化祭（ ）
オーバーナイトイングリッシュセミ
ナー（ ）（国際科 ）

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

教育実習（ ）（中学、高校）
体育祭
進路学習（高校）
保護者会（ ）（高校）、授業参観（中学）
人権研修（中学）
期末考査（ ）（高校 国際、教養）
期末考査（ ）（高校 、 英数、 ）
期末考査（ ）（中学）
修学旅行（高校 国際、教養）

（豪）（ ）（加）（ ）
（ニュージーランド）（ ）

林間（ ）（中学 、 ）
夏期講習開始（高校）
英語セミナー（ ）（中学 ）
終業式
特別講習（ 、 ）（高校 ）
学習合宿（ ）（中学 、高校 ）
始業式
芸術鑑賞
合同集会（ ）
文化祭（高校）
文化祭（中学）
授業参観（中学）
進路講演会（高校 ）
中間考査（ ）（高校）
中間考査（ ）（中学）
避難訓練
進路講演会（高校 ）
遠足（中学）
人権研修（中学、高校）
保護者会（ ）

大阪国際大和田幼稚園
避難訓練
親子遠足
音楽発表会
水遊び開始
個人懇談会（ ）
終業式
夏季保育（ ）
夏季保育（ ）
始業式
運動会
いもほり（園外）
幼稚園交流
避難訓練
毎月第 、 木曜日 園庭開放

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

代で独立、一級建築士に
ではさまざまな先生方から刺激を受けましたが、小田野教授から 回

生の終わりごろにダブルメジャー（第 専攻）を勧められて、 で学びな
がら（テニス部には迷惑をかけましたが）夜間の建築専門学校に通い始めまし
た。
代のうちに独立をしようと在学中から決めていたので、就職は様々なこと

が経験できる小さな企業を選び、いろんな業務をこなすようにしました。また、
年にひとつの資格をとることを目標に、勉強しました。
才の時に独立を果たし、現在は、 級建築士として主に住宅、ビル、商業

施設、倉庫、工場などの建築を中心に設計施工一貫監理の仕事をしています。
また、日建学院枚方校で 級建築士設計製図講師、行政書士では、大阪府行政
書士会守口支部支部長をしています。宅建業（不動産）も行っています。僕の
事務所のコンセプトは、建物を建てようとしている方々にとって必要な情報と
判断基準を提供することです。自営でやっているのでとても楽しく、充実して
います。
学生の皆さんは、これから自分の専門分野を何にするかを考えて勉強に励ん

でほしいです。また、大学時代の友人は一生ものだと思います。 でたく
さんのいい思い出を作ってください。僕も、 で学べて本当によかったと

思っています。E mail shin＠nishimura s com

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

平
成

年
卒

西
村
真
一
建
築
事
務
所

一
級
建
築
士
事
務
所
所
長

西
村

真
一

趣味のダンス貫き仕事に
「ダンスの道で行こう」と決心したのは、就職活動が始まる時期でした。

大学を卒業して、 年になります。現在、私は、 歳の頃から始めたダンス

で仕事をしています。大学を卒業後、スタジオなどでダンスのレッスンを持ち、

自分自身もイベントやコンテスト、舞台などに立っています。また、去年から

大学で授業も担当しています。

人にものを伝えるというのはとても難しく、レッスンを持った当初は、わか

らないことも多く大変な毎日で、学生から社会人になり、社会の厳しさを痛感

しました。

しかし、逃げずに試行錯誤を繰り返しながらレッスンをしていると楽しいこ

とも増え、生徒が踊れる様になっていく姿を感じたりする時など心底うれしく、

たくさんの楽しさや喜びを感じられるようになりました。

趣味を仕事にすることは本当に大変なことですが、その分楽しいこともたく

さんあるということを感じています。まだまだ勉強中の日々ですが、毎日がと

ても充実して、この道を選択して本当によかったと思います。

「進路選択」をする時、たくさん迷う事があると思いますが、一番大切なの

は「自分がどうしたいか、またどうするべきなのか。」だと思います。そして、

一つの道を決めたら、日々努力で、その道を貫いてください。

大
阪
国
際
女
子
大
学
人
間
科
学
部

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
平
成

年
卒

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

河
合

美
和

OB・OGレポートOB・OGレポート

を
振
り
返
る
と
、
近
視
眼
的
に
職
業

を
考
え
る
若
者
が
目
立
っ
て
き
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

考
え
方
は
、
就
職
が
ゴ
ー
ル
で
あ
る

か
の
よ
う
な
錯
覚
を
生
み
、
就
職
活

動
の
少
し
の
挫
折
で
社
会
へ
の
参
加

を
自
ら
拒
む
よ
う
な
行
動
に
な
り
が

ち
で
す
。

価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、
自

分
の
進
路
に
迷
う
こ
と
は
当
然
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
、
安
易
に
妥

協
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
将
来

を
考
え
抜
く
勇
気
と
想
像
力
、
そ
し

て
社
会
に
対
す
る
好
奇
心
を
持
ち
続

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
み
な
さ
ん
の
社
会
生

活
が
豊
か
な
も
の
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
も
自
分
の

将
来
に
迷
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮

な
く
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
あ
な
た
の
未
来
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

国
際
大（
枚
方
）キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長

中
山
貴
嗣

厳
し
い
状
況
下
の
就
職
活
動

厳
し
い
状
況
下
の
就
職
活
動

株
式
会
社
関
西
マ
ツ
ダ

大
阪
国
際
大
学

法
政
経
学
部

政
経
学
科

篠
原
拓
也

就
職
活
動
を
す
る
前
か
ら
、
自
動

車
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
入
り
た
い
と
考
え

て
い
た
の
で
行
動
は
し
や
す
か
っ
た
。

こ
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

元
々
車
好
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

と
知
り
合
い
の
方
か
ら
「
車
を
売
る

楽
し
さ
」
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
か

ら
で
あ
る
。
本
格
的
に
活
動
し
た
の

は
平
成

年

月
中
旬
か
ら
で
、

ま
っ
た
く
興
味
の
な
い
企
業
で
も
毎

日
訪
問
し
た
。
そ
れ
は
デ
ィ
ー
ラ
ー

の
説
明
会
時
期
な
ど
が

月
中
旬
以

降
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
説
明

会
の
雰
囲
気
、
筆
記
試
験
、
面
接
な

ど
の
経
験
を
多
く
積
む
こ
と
に
よ
っ

て
万
全
の
状
態
で
望
み
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

ま
ず
重
要
な
の
は
履
歴
書
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
対
策
で
あ
る
。

私
は
文
章
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
と
て

も
苦
労
し
た
。
文
章
が
上
達
す
る
に

は
書
く
し
か
な
い
と
考
え
て
い
た
の

で
何
回
も
練
習
を
し
た
。
そ
し
て
出

来
る
度
に
見
て
も
ら
い
、
指
摘
さ
れ

た
所
を
修
正
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を

繰
り
返
し
た
。
面
接
な
ど
は
と
に
か

く
大
き
な
声
で
話
す
こ
と
を
心
が
け

て
い
た
。
あ
と
ど
ん
な
質
問
が
あ
っ

て
も
「
自
分
の
意
見
を
自
信
持
っ
て

発
言
す
る
」
こ
と
を
頭
の
中
に
入
れ

て
い
た
。

結
果
、
第
一
志
望
の
企
業
を
含
め

て
、
計

社
か
ら
内
定
が
出
た
。
今

か
ら
振
り
返
る
と
就
職
活
動
は
社
会

に
出
る
た
め
の
よ
い
勉
強
に
な
っ
た

と
思
う
。
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
話

し
方
、
文
章
の
書
き
方
な
ど
急
速
に

上
達
し
た
と
感
じ
る
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
今
後
に
つ
な
げ
た
い
と
思

株
式
会
社

銀
行

大
阪
国
際
大
学

短
期
大
学
部

国
際
文
化
学
科

佐
々
木
美
香

年
次
生
の

月
に
行
わ
れ
た
就

職
セ
ミ
ナ
ー
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

就
職
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
初
め
は

何
を
し
て
い
い
か
全
く
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
出
席
し
、
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
な
ど
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
本
格
的
に
活
動
し
始
め
た
の

は

月
で
、
合
同
企
業
説
明
会
に
参

加
し
、
年
明
け
に
は
採
用
試
験
を
受

験
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
面
接
で
は

緊
張
し
す
ぎ
、
言
い
た
い
こ
と
の
半

分
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
最
初
は
誰
で
も
緊
張
す
る

の
が
当
た
り
前
と
思
い
緊
張
し
て
い

て
も
、「
笑
顔
で
い
る
」「
真
剣
に
話

を
聞
く
」
こ
と
は
常
に
心
掛
け
て
い

ま
し
た
。

面
接
試
験
を
受
け
て
私
が
感
じ
た

こ
と
は
、
良
く
見
せ
よ
う
と
自
分
を

演
じ
る
の
は
い
け
な
い
。
正
直
に

思
っ
た
こ
と
を
言
う
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
企
業
に
し
て
も
、
作
ら
れ
た

完
璧
な
学
生
よ
り
も
自
分
に
正
直
な

学
生
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
就
職
活
動
と
は
自
分
に

合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
る
大
切

な
期
間
で
す
。

色
々
な
企
業
と
関
わ
っ
て
、
一
番

自
分
に
合
っ
た
企
業
を
見
極
め
て
下

さ
い
。
就
職
活
動
は
と
て
も
い
い
社

会
勉
強
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

職
業
観
の
確
立
が
大
切

社
会
へ
の
好
奇
心
の
持
続
も
年度の総括

厳
選
採
用
、一
段
と
進
む

履
歴
書
添
削
な
ど

個
別
指
導
が
実
る

平
成

年
度
よ
り
大
学
・
短
大

進
路
・
就
職
部
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

就
職
行
事
は
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ

ス
は
変
則
毎
週
金
曜
日
「
就
職
活

動
準
備
講
座
」、
守
口
キ
ャ
ン
パ

ス
は
毎
週
水
曜
「
就
勝
の
た
め
の

実
践
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
」「
一
般
常

識
テ
ス
ト
」、
変
則
土
曜
「
漢
字

検
定
」
な
ど
を
予
定
。

報
わ
れ
た
企
業
捜
し

経
験
、
今
後
に
生
か
す

面
接
試
験
で
は

あ
る
が
ま
ま
の
姿
を

就
職
奮
戦
記

就
職
奮
戦
記

う
。
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学
園
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
の

行
っ
て
き
た
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
の

第

期
生
で
あ
る

人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
部
の
卒
業
式
を
終
え
、

月

日
、
自
ら
企
画
し
た
「
エ
ン
カ
レ

卒
業
式

」
を
行
っ
た
。
就

職
率

％
、
内
定
獲
得
合
計
は

約

社
と
い
う
大
き
な
成
果
を
あ
げ

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
社
会
人
と
し
て
の
気
持
ち

の
準
備
と
、
成
長
し
た
姿
を
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
見
て
も
ら
お
う
と

お
礼
の
意
を
こ
め
て
企
画
し
た
も
の
。

式
を
ホ
テ
ル
京
阪
京
橋
翠
松
の
間
で

行
っ
た
後
、
大
阪
屋
形
船
に
会
場
を

う
つ
し
謝
恩
会
を
行
っ
た
。

式
に
は
、
仕
事
の
た
め
欠
席
と

な
っ
た

人
を
除
き

人
の
卒
業
生

が
参
加
し
、
後
輩
で
あ
る

年
次
生

も
お
祝
に
か
け
つ
け
た
。

手
作
り
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
開
き

な
が
ら

人
ず
つ
思
い
出
を
語
っ
た

後
、
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
の
東

田
晋
三
助
教
授
か
ら
修
了
証
書
が
手

渡
さ
れ
た
。奥
田
吾
朗
理
事
長
が「
エ

ン
カ
レ
ッ
ジ
の
考
え
を
し
っ
か
り
受

昭
和

年
（
現
）
守
口
市
馬
場
町

丁
目
に
帝
国
高
等
女
学
校
が
創
設

さ
れ
た
後
、
昭
和

年
、
西
館
の
新

築
に
伴
い
屋
上
に
平
安
の
像
が
設
置

さ
れ
た
が
、
以
来
学
校
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
生
徒
は
も
と
よ
り
近
隣
の

方
々
よ
り
通
称
「
女
神
さ
ん
」
と
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成

年
の
台
風
で
大
和
田
校
地

に
あ
っ
た

体
の
像
が
落
下
し
今
で

は
学
園
に
残
る
唯
一
の
像
と
な
っ
て

い
ま
す
。

年
に
一
度
補
修
し
た
が
、

そ
の
後
も
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
表
面

材
が
剥
離
し
、
ひ
び
が
入
っ
た
り
で
、

内
部
ま
で
腐
食
が
進
ん
で
お
り
、
ま

た
西
館
の
前
に
は
交
差
点
や
歩
道
が

あ
り
万
一
落
下
の
際
は
、
大
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
っ
た
為
、
春
休

み
に
改
修
工
事
を
行
な
い
ま
し
た
。

初
代
の
女
神
像
と
変
わ
ら
ず
生
徒
を

は
じ
め
、
近
隣
の
皆
様
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
親
し
ま
れ
る
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。（
学
園
総
務
課
課
長
辻
本
多
紀
）

磨
き
な
が
ら
、
目
標
を
定
め
、
努
力

を
積
み
重
ね
て
は
じ
め
て
心
の
友
を

得
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
よ
り
良
き
人
生
を
切
り
開
い
て

い
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
（
写
真
）。

ま
た
、
奥
田
吾
朗
理
事
長
か
ら
、

の
詩

が
贈
ら
れ
た
。
学
歌
『
新
鮮
な
旅
人
』

を
全
員
で
歌
い
、
式
は
幕
を
閉
じ
た
。

おめでとう！ 卒業おめでとう！ 卒業
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
旅

立
ち
の
春
、
今
年
も
、
学
園
か
ら

人
の
学
生
・
生
徒
・
園
児
た

ち
が
希
望
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

け
継
が
れ
た
皆
さ
ん
が
、
職
場
や
家

庭
な
ど
で
今
度
は
ま
わ
り
を
エ
ン
カ

レ
ッ
ジ
し
て
い
っ
て
下
さ
い
」
と
激

励
。東

田
助
教
授
は
「
お
め
で
と
う
、

そ
し
て
よ
う
こ
そ
実
社
会
へ
。
大
学

は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
場
だ
が
、
こ
れ
か

ら
は
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
で
み
な
さ
ん

は
傷
を
負
う
と
い
う
コ
ス
ト
を
払
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
エ

ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
で
は
、
そ
の
コ
ス

ト
を
倍
の
利
益
に
す
る
と
い
う
リ
ア

ル
ワ
ー
ル
ド
で
の
学
び
方
を
教
え
て

き
た
つ
も
り
で
す
」
と
餞
の
言
葉
を

述
べ
、
卒
業
生
一
人
一
人
に
コ
メ
ン

ト
を
贈
っ
た
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー

事
務
室
か
ら「
半
年
後
、報
告
を
送
っ

生
き
た
学
問
、

社
会
で
実
証

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

月

日
、
国
際
大
の
卒
業
証
書
・
学
位
記

学
専
攻

人
、国
際
政
経
専
攻

人
）

と
法
政
経
学
部

人
が
卒
業
。

代
表
・
林

克
典
さ
ん
（
大
学
院
・

法
学
専
攻
）、
付

国
偉
さ
ん
（
同
・

国
際
政
経
専
攻
）、矢
野
恵
子（
学
部
）

さ
ん
が
、
胸
を
は
っ
て
証
書
を
受
け

取
っ
た
。
学
部
代
表
・
菅
原
美
和
さ

ん
が
、
専
攻
の
行
政
学
で
「
生
き
た

学
問
」
に
接
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
、

「
現
在
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
思

考
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
述
べ
、
友
人
た
ち
と
の
充
実

し
た
学
生
生
活
を
振
り
返
っ
た
。

金
子
学
長
は
式
辞
で
、「
皆
さ
ん

を
迎
え
る
世
界
は
、
決
し
て
優
し
い

世
界
で
は
な
い
」
と
、
世
界
情
勢
に

触
れ
、
ま
た
、
卒
業
後
も
自
分
の
目

標
の
た
め
に
勉
強
を
続
け
る
国
際
大

の
先
輩
を
紹
介
し
、「
自
分
を
見
つ
め
、

常
に
挑
戦
す
る
心
を
忘
れ
ず
に
…

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

月

日
に
女
子
大
卒
業
証
書
・
学
位
記
授

与
式
が
、

月

日
に
は
短
大
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
女
子
大

は
人
間
科
学
部

人
（
社
コ
ミ

人
、
国
コ
ミ

人
、
人
健

人
、

ス
ポ
行

人
）
が
卒
業
。
短
大
は

人
（
家
政

人
、
幼
教

人
、
国
文

人
）
が
卒
業
。

晴
れ
着
姿
で
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
が
埋
ま
っ
た
。

女
子
大
で
は
、
学
科
代
表
の
劉

颯
さ
ん
（
社
コ
ミ
）、
野
口
昌
子
さ

ん
（
人
健
）、
長
谷
節
子
さ
ん
（
国

コ
ミ
）、
舛
見
法
子
さ
ん
（
ス
ポ
行
）

に
、
金
子
学
長
か
ら
証
書
を
授
与
。

代
表

藤
本
佳
七
子
さ
ん
（
人
健
）

が
、
大
学
生
活
半
ば
で
男
女
共
学
と

な
っ
た
思
い
出
な
ど
を
語
っ
た
。

ま
た
、
短
大
の
式
で
は
、
各
学
科

の
代
表
と
し
て
小
野
川

円
さ
ん

（
家
政
）、
佐
藤
友
香
里
さ
ん
（
幼
教
）

（
写
真
上
）、
小
西
日
奈
子
さ
ん
（
国

文
）
に
奥
田
吾
朗
学
長
か
ら
証
書
が

手
渡
さ
れ
た
。
奥
田
学
長
は
、「
自

分
の
知
識
や
技
術
を
生
か
す
た
め
に

人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
人
々

や
自
身
の
心
の
声
に
耳
を
傾
け
て
下

さ
い
」
と
言
葉
を
贈
っ
た
。

卒
業
生
代
表
の
原
口
由
美
子
さ
ん

（
国
文
）
が
、
各
学
科
で
学
ん
だ
内

容
を
振
り
返
り
、「
つ
ま
ず
き
、
転

び
そ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

本
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
と
し
、
常

に
挑
戦
す
る
心
を
忘
れ
ず
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

恒
例
の
『
学
園
生
活
の
想
い
出
』

ス
ラ
イ
ド
上
映
で
は
、
様
々
な
場
面

が
映
し
出
さ
れ
、
歓
声
や
ど
よ
め
き

が
起
こ
っ
た
。
短
大
幼
児
教
育
科
音

楽
コ
ー
ス

年
次
生
の
コ
ー
ラ
ス
に

あ
わ
せ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
『
夢
が
咲
く
木
』
を
全
員
で
歌

い
、
卒
業
生
ら
は
教
職
員
に
見
送
ら

れ
な
が
ら
ホ
ー
ル
を
後
に
し
た
。

無
限
大
の
未
来
に
進
む

滝
井
高
校
で
は
、

月

日
に
卒

業
証
書
授
与
式
が
体
育
館
で
行
わ
れ
、

人
が
卒
業
。
卒
業
証
書
を
代

表
で
授
与
さ
れ
た
の
は
、

組
の
笹

月
富
美
子
さ
ん
。
奥
田
吾
朗
校
長
は

「
生
き
て
い
る
こ
と
に
敏
感
に
、
そ

し
て
他
の
生
命
に
対
し
て
も
感
じ
る

力
に
磨
き
を
か
け
、
研
ぎ
澄
ま
し
て

い
っ
て
欲
し
い
。ま
た
、
時
代
に
必

要
と
さ
れ
る
技
術
や
技
能
と
い
っ
た

何
か
を
勉
強
し
身
に
付
け
て
く
だ
さ

い
。こ
れ
ら
を
意
識
し
、
自
身
に
磨

き
を
か
け
て
、
人
々
を
魅
了
す
る
素

敵
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
式
辞

を
述
べ
た
。

在
校
生
代
表
送
辞
を

年

組
山

本
雄
子
さ
ん
が
述
べ
、
卒
業
生
答
辞

は

組
の
澤
田
江
莉
子
さ
ん
が

年

間
を
振
り
返
り
つ
つ
在
校
生
に
は

「
自
分
で
自
分
を
律
し
行
動
で
き
る

心
豊
か
な
女
性
を
育
成
す
る
と
い
う

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
良
い
も

の
に
し
て
い
く
の
は
あ
な
た
方
で

す
」
と
語
り
か
け
、「
無
限
大
の
未

来
に
向
か
っ
て
、
今
日
、
私
達
は
羽

ば
た
い
て
い
き
ま
す
」
と
感
動
を
胸

に
思
い
を
述
べ
た
。

て
下
さ
い
」
と
切
手
を
貼
っ
た
葉
書

が
渡
さ
れ
た
。
人
は「
新
人
で
ト
ッ

プ
に
な
り
ま
す
」「
明
日
、
死
ぬ
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
死

を
意
識
し
た
生
き
方
を
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
決
意
表
明
。
式
も
終
わ
り

に
近
づ
き
、
東
田
助
教
授
が
全
員
を

集
め
て
熱
い
エ
ー
ル
を
切
り
閉
会
し

た
。謝

恩
会
は
、
天
満
橋
か
ら
屋
形
船

に
乗
り
込
ん
だ
。
講
座
の
講
師
な
ど

様
々
な
形
で
お
世
話
に
な
っ
た
企
業

の
方
々
も
集
ま
り
、
約

時
間
大
川

を
船
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
鍋
を
囲
み
、

盃
を
交
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
大
き

な
飛
躍
を
目
指
し
て
語
り
合
っ
た
。

第

期
生

人
、
飛
躍
め
ざ
し

未
来
に
向
か
っ
て
乾
杯
！
屋
形
船
で
の
謝
恩
会

の
様
子

試練で向上した青春

高
校
は
、
校
長
か

ら
ク
ラ
ス
代
表

櫛
田

梓
さ
ん（

）、

清
本
時
枝
さ
ん（

）、

中
川
栄
香
さ
ん（

）、

田
中
杏
奈
さ
ん（

）、

小
野
真
梨
さ
ん（

）、

福
山
恭
未
さ
ん（

）

に
証
書
が
渡
さ
れ
た
。

在
校
生
代
表
送
辞
を

年

組
倉
田
貴
之

さ
ん
が
述
べ
、
卒
業

生
答
辞
は

組
の
日

高
慧
子
さ
ん
が
体
育

祭
や
修
学
旅
行
な
ど

の
思
い
出
、
勉
強
と

ク
ラ
ブ
両
立
を
果
た
し
た
自
信
な
ど

を
胸
に
「
試
練
こ
そ
自
分
自
身
を
鍛

え
、
向
上
さ
せ
て
く
れ
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
」
と
在
校
生
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
。

一
方
、
中
学
で
は
、
在
校
生
代
表

送
辞
を

年

組
粕
谷
菜
々
さ
ん
が

述
べ
、
卒
業
生
答
辞
は

組
の
川
西

梓
さ
ん
が

年
間
の
経
験
を
通
し
、

本
気
で
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
き
た
友
達

は
一
生
の
宝
と
語
っ
た
。
ま
た
、
卒

業
後
、

日
か
ら
全
員
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
海
外
研
修
に
出
発
す
る
こ
と

に
触
れ
「
人
々
と
交
流
を
深
め
、
自

分
に
も
っ
と
自
身
を
つ
け
て
帰
っ
て

来
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

女
子
の
み
で
行
う
最
後
の
卒
業
式
。
男
子

期
生
か
ら

送
辞
が
お
く
ら
れ
た

大
和
田
高
校
で
は

月

日
に
奥

田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
、

人
が
卒

業
。
大
和
田
中
学
で
は

月

日
に

同
じ
く
行
わ
れ

人
が
卒
業
。
高

校
・
中
学
共

年
度
に
英
数
コ
ー
ス

が
、

年
度
に
は
国
際
コ
ー
ス
が
共

学
化
し
、
今
回
は
、
女
子
の
み
で
行

う
最
後
の
卒
業
式
と
な
っ
た
。
奥
田

三
郎
校
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
男
女
共

同
参
画
の
時
代
。
女
性
の
優
位
さ
を

生
か
し
て
主
体
的
に
考
え
行
動
し
て

下
さ
い
。
皆
さ
ん
が

自
分
を
大
切

に

人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
魅

力
の
あ
る
人

に
、
成
長
さ
れ
る
よ

う
」
と
言
葉
を
贈
っ
た
。

元
気
で
優
し
い

年
生
に
な
り
ま
す

幼
稚
園
で
は
、

月

日
に
修
了

証
書
授
与
式
が
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
保
育
修
了
園

児
は
ゆ
り
組

人
、
あ
や
め
組

人

の
計

人
。
吉
備
千
枝
園
長
か
ら
園

児
一
人
ひ
と
り
に
証
書
が
手
渡
さ
れ

る
と
、
舞
台
中
央
に
立
ち
、「
警
察

官
に
な
っ
て
悪
い
人
を
捕
ま
え
た
い

で
す
」「
魔
法
使
い
に
な
っ
て
空
を

飛
び
た
い
で
す
」
な
ど
、
自
分
の
夢

を
大
き
な
声
で
述
べ
た
。

園
長
は
、
園
児
た
ち
の
姿
に
生
き

る
力
を
与
え
ら
れ
感
謝
し
て
い
る
と

い
う
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、「
皆
さ
ん
も
苦

し
い
こ
と
悲
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
り
が
と

う
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
立
派
な
大

人
に
な
っ
て
下
さ
い
ね
」
と
語
り
か

け
た
。

修
了
園
児
た
ち
は
、
全
員
で
、
春

夏
秋
冬
の
行
事
な
ど
が
ん
ば
っ
た
こ

と
を
『
思
い
出
の
言
葉
』
と
し
て
発

表
。「
元
気
で
優
し
い
一
年
生
に
な

り
ま
す
」
と
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

女
神
像
よ
み
が
え
る

滝
井
高
校
の
シ
ン
ボ
ル

授
与
式
が
大
講
義
室
で
行
わ
れ
た
。

式
は
学
部
毎
で
、

時
か
ら
は
大

学
院
経
営
情
報
学
研
究
科
修
士
課
程

人
と
経
営
情
報
学
部

人
が

卒
業
。

金
子
敦
郎
学
長
か
ら
、
代
表
・
蘭

嵐
さ
ん（
大
学
院
）、寧

茜
さ
ん（
学

部
）
に
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
学
部

代
表

下
村

悠
さ
ん
が
、
国
際
色

豊
か
な
環
境
の
下
「
互
い
の
文
化
の

違
い
を
尊
重
し
、
時
に
刺
激
さ
れ
多

く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
の
精
神
を
旨

と
し
歩
い
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

時

分
か
ら
は
大
学
院
総
合
社

会
科
学
研
究
科
修
士
課
程

人
（
法

学
生
、生
徒
、園
児
ら

学
生
、生
徒
、園
児
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
胸
に

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
胸
に

エンカレッジ
講 座

手
づ
く
り
卒
業
式
祝
う

手
づ
く
り
卒
業
式
祝
う
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